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商品の修理サービスはお買い上げの販売店がいたします。
修理・お取扱い・お手入れについてのご相談ならびにご依頼は、お買い上げの販売店にお申し付けください。

このような
症状は

ありませんか

● 電源を入れても音や映像が出ない
● 煙が出たり、異常なにおいや音がする
● 水や異物がはいった

● ディスクが傷ついたり、取り出しができない
● ACアダプターが異常に熱くなる
● その他の異常や故障がある

お願い

★長年ご使用のDVDプレーヤー内蔵地上デジタル液晶テレビの点検を！
故障や事故防止のため、電源プラグをコンセン
トから抜き、必ず販売店にご連絡ください。
点検・修理に要する費用などは販売店にご相談
ください。

新商品などの商品選び、本機に関する取扱方法などのご相談や、販売店に修理のご相談ができない場合

●  「東芝DVDインフォメーションセンター」は株式会社東芝ビジュアルプロダクツ社が運営しております。
●　お客様からご提供いただいた個人情報は、ご相談への回答、カタログ発送などの情報提供に利用いたします。
●　東芝グループ会社または協力会社が対応させていただくことが適切と判断される場合に、お客様の個人情報を提供することがあります。

ご利用になれない場合があります）

（通話料 : 有料）

[受付時間] 365日／9：00～20：00

[IP電話などからフリーダイヤルサービスをご利用いただけない場合は]　03-6830-1855 （通話料 : 有料）
[FAXからのご利用は]　03-3258-0470 （有料）

廃棄時にご注意願います
家電リサイクル法では、お客様がご使用済の液晶テレビを2009年4月1日以降に廃棄される場合は、収集・運搬料金、再商品化等料金（リサ
イクル料金）をお支払いいただき、対象品を販売店や市町村に適正に引き渡すことが求められています。
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全体図 くわしくは、　　内ページをご覧ください。

① 音量ボタン 
音量を調節します。

② チャンネルボタン 
テレビのチャンネルを切り換
えます。

③ 入力切換ボタン 
モードを切り換えます。

④ 方向ボタン 
項目や入力位置を選びます。

⑤ 決定ボタン 
選んだ内容を決定します。

⑥ 　 クイックボタン 
クイックメニューを表示しま
す。

⑦ ■停止ボタン 
再生を止めます。

⑧ 　　/　　スキップボタン 
タイトル、チャプター、トラ
ックへスキップします。

⑨ 　 　再生／一時停止ボタン 
再生の開始および一時停止を
します。

⑩ スタンバイ表示灯
電源の状態を表示します。

⑪ 充電表示灯
バッテリーの充電状態を表示
します。

⑫ リモコン受光部 
リモコンはここへ向けて操作
します。

スピーカー

液晶画面

スタンド

⑫ ⑪ ⑩ ⑨

②① ③ ④ ⑥ ⑦ ⑧⑤
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DIGITAL VIDEO

SD-P12DTK
SD-P12DTW

東芝DVDプレーヤー内蔵地上デジタル液晶テレビ

取扱説明書

形名

はじめに

● このたびは東芝DVDプレーヤー内蔵地上デジタル液晶テレビをお買い
上げいただきまして、まことにありがとうございます。

● お求めのDVDプレーヤー内蔵地上デジタル液晶テレビを正しく使ってい
ただくために、お使いになる前にこの「取扱説明書」をよくお読みくだ
さい。

● 最初に安全上のご注意をお読みください。
● お読みになったあとはいつも手元においてご使用ください。
● 保証書を必ずお受け取りになり、内容をご確認のうえ、大切に保管して
ください。

● 製造番号は品質管理上重要なものです。お買い上げの際には、本体の製
造番号と保証書の製造番号が一致しているかご確認ください。

準備

テレビを見る

再生

機能設定

接続

その他

本書の見かた・使いかた
操作方法は、特にことわりのない限り、
リモコンでの操作を中心に説明しています。
本体のボタンは、リモコンのボタンとマーク
や説明が同じであれば使いかたも同じです。

このページを開いて
使用すると便利です。
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商品の保証とアフターサービス

・ ・

・
・

修理を依頼されるときは～持ち込み修理

保証期間中は
修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書の規定にしたがって販売店が
修理させていただきます。

保証期間が過ぎているときは
修理すれば使用できる場合には、ご希望によって
有料で修理させていただきます。

商品の修理サービスはお買い上げの販売店がいたします。
修理・お取扱い・お手入れについてのご相談ならびにご依頼は、お買い上げの販売店にお申し付けください。

ご連絡していただきたい内容
品 名

形 名 お買い上げ日

故障の状況
ご 住 所
お 名 前
お買い上げ店名 お客さまへ…おぼえのため、お買い上げ店名を記入すると便利です。

年 　 月 　 日

できるだけ具体的に
付近の目印なども合わせてお知らせください

＋

修理料金の仕組み

故障した商品を正常に修復するための
料金です。

修理に使用した部品の代金です。

保証書（別添） 補修用性能部品について

お買い上げ日から1年間です。ただし、業務用にご使用の場合、あるいは特殊使用の場合は、保証期間内でも
「有料修理」とさせていただきます。詳しくは保証書をご覧ください。
B-CASカードは、保証の対象から除きます。

保証期間

技
術
料

部
品
代電話番号

（　　　）　　 　̶

「故障かな…？と思ったときは」のページをご覧になって調べていただき、なお異常のあるときは、使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてか
ら、お買い上げの販売店に商品と保証書をご持参のうえ修理をご依頼ください。

当社は、DVDプレーヤー内蔵地上デジタル液晶テレビの補修用性能部品を、製造打ち切り後、
8年保有しています。
補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。
修理のために取りはずした部品は、当社で引き取らせていただきます。
修理の際、当社の品質基準に適合した再利用部品を使用することがあります。

SD-P12DTK
SD-P12DTW

DVDプレーヤー内蔵地上デジタル液晶テレビ

保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店
名」などの記入をお確かめのうえ、販売
店から受け取っていただき内容をよく
お読みのあと、たいせつに保管してくだ
さい。

9343

右側面左側面

31

B-CASカードスロット
付属のB-CASカードを挿入しま
す。

アンテナ入力端子
付属の同軸ケーブルをつなぎま
す。

AV入力端子
他の機器の映像を本機の液晶画面
で見たいときに、お使いのビデオ
機器の出力端子とつなぎます。

AV出力端子
本機で再生する映像や音声を他の
テレビで楽しみたいときに、テレ
ビの映像・音声入力端子とつなぎ
ます。

ヘッドホーン端子
ヘッドホーンをつなぎます。

電源入力端子
付属のACアダプターをつなぎま
す。

ディスクスロット
ディスクを入れます。

　 取出しボタン
ディスクスロットからディ
スクを取り出します。

電源ボタン
本体の電源を入り切りし
ます。

カードスロット
メモリーカードを挿入し
ます。
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1）操作切換スイッチ
スイッチを合わせる位置によって、操作でき
る機能が変わります。
テレビ: テレビの操作
オフ: リモコンでの操作ができません。
DVD: DVDプレーヤーの操作

2）メニューボタン
DVDビデオディスクに記録されているメニュー画面などを表示すると
きに使います。
メニュー画面での操作は、「トップメニューを使う」(　    ページ)と同様
の手順で行ないます。ディスクによっては、メニュー画面が記録され
ていないものもあります。

55

ストラップ 27

54

44 58② 番号ボタン
③ ＋10ボタン

37④ 入力切換ボタン

44⑤ チャンネルボタン

44⑥ 番組情報ボタン

38 55⑦ 決定ボタン

44⑧ 戻るボタン

45⑬ 音声切換ボタン
45

65

64⑭ 字幕切換ボタン

55⑯ トップメニューボタン

57⑨     スローボタン
54⑩   停止ボタン

57⑫     早戻しボタン

52⑮    取出しボタン　

58⑪      スキップボタン

36⑰ 電源ボタン

58⑱ Tボタン

38⑲ 音量ボタン

70

44

⑳ 表示ボタン
番組表ボタン

38㉑ 消音ボタン
38 55㉒ 方向ボタン

59㉓ クリアボタン

38㉚ クイックボタン

38㉘ オフタイマーボタン

㉛ メニューボタン2）

57㉔     スローボタン

57㉗      早送りボタン

63㉙ ズームボタン
45画面モードボタン

58㉖      スキップボタン

54㉕      再生/一時停止ボタン

くわしくは、　　内ページをご覧ください。リモコン
43① 操作切換スイッチ1）

58
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付属品

本機には以下の付属品があります。お確かめください。

ワイヤレスリモコン×1個
単四形乾電池×2個

AV入力出力端子専用
映像・音声接続コード×1本

 バッテリーパック*×1個
（リチウムイオンバッテリーパック）

ACアダプター（ADPV16A）*
×1個

ヘッドホーン×1個

* ACアダプター、電源コード、バッテリーパックは、
付属のもの以外は使用しないでください。また、これ
らの付属品を本機以外に使用しないでください。

取扱説明書（本書）×1冊

B-CASカード×1枚

同軸ケーブル（75Ω, 2.5ｍ）
×1本

電源コード*×1本

B-CASカードはデジタル放送受信契約のための
受信者IDカードです。B-CASカードは付属の説
明紙についています。

01_SD-P12DTK_p05-24.indd   501_SD-P12DTK_p05-24.indd   5 2009/12/24   10:28:482009/12/24   10:28:48
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はじめに　お使いになる前に必ずお読みください。

安全上のご注意.......................................................... 8
使用上のお願い....................................................... 16
ディスクの取扱いと用語 ....................................... 20
再生できるディスク ....................................................20

準備

リモコンの準備....................................................... 26
設置のしかた .......................................................... 27
B-CAS(ビーキャス)カードを入れる ................. 28
アンテナの接続....................................................... 29
ACアダプターの接続 ............................................ 31
バッテリーパックを使う ....................................... 32
ヘッドホーンをつなぐ ........................................... 35
電源の入れかた／切りかた ................................... 36
モードを切り換える ............................................... 37
モード共通の操作 ................................................... 38
音量を調節する ............................................................38

本機の電源を自動的に切る（オフタイマー） ..............38
クイックメニューの使いかた .....................................38
映像を調整する ............................................................39

テレビを見る

本機で受信できるテレビ放送 ............................... 42
チャンネル設定のしかた ....................................... 43
放送を見る .............................................................. 44
テレビに関する設定 ............................................... 47
ソフトウェアのバージョンアップについて ..............50

再生

ディスクを入れる ................................................... 52
ディスクを再生する ............................................... 54
再生を一時停止する（静止画再生） .............................55
トップメニューを使う ................................................55

再生の速さを変える ............................................... 57
早戻し／早送りする ....................................................57
スローモーションで再生する .....................................57

もくじ
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見たいシーンを探す ............................................... 58
前後のチャプター／トラックへスキップする ..........58
番号を指定してシーンを探す .....................................58
目印をつけて好きなシーンを再生する
（ブックマーク機能） ....................................................59

順不同に再生する（ランダム再生） ........................ 60
くり返し再生する（リピート再生） ........................ 60
範囲を指定してくり返し再生する
（A-Bリピート再生）.....................................................60
タイトル、チャプターまたはトラックを
くり返す ........................................................................61

好きな順番で再生する（メモリー再生） ................ 62
拡大する（ズーム再生） ........................................... 63
アングル（場面の角度）を切り換える ................... 64
字幕の言語を切り換える.. ..................................... 64
音声を切り換える. ................................................. 65
音楽・画像ファイルを再生する ........................... 66
広がりのある音にする ........................................... 70
操作状況や情報を表示させる ............................... 70

機能設定

初期設定の変更と機能の設定 ............................... 72

接続

他のテレビの画面で見る ....................................... 80
他の機器の映像を本機の液晶画面で見る ............ 81
アナログ音声入力端子つきオーディオ機器と
つなぐ ...................................................................... 82

その他

故障かな…？と思ったときは ............................... 84
仕様 .......................................................................... 87
商品の保証とアフターサービス .............93、 裏表紙
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安全上のご注意
製品本体および取扱説明書には、お使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、安全に
正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。次の内容(表示・図記号)をよく理解して
から本文をお読みになり、記載事項をお守りください。

■ 表示の説明
表　示 表　示　の　意　味

“取扱いを誤った場合、使用者が死亡また
は重傷（*1）を負うことがあり、その切迫
の度合いが高いこと”を示します。

“取扱いを誤った場合、使用者が死亡また
は重傷（*1）を負うことが想定されること”
を示します。

“取扱いを誤った場合、使用者が傷害（*2）
を負うことが想定されるか、または物的
損害（*3）の発生が想定されること”を示
します。

図記号 図　記　号　の　意　味

禁　止

“  ”は、禁止（してはいけない
こと）を示します。

具体的な禁止内容は、図記号の
中や近くに絵や文章で示します。

指　示

“  ”は、指示する行為の強制
（必ずすること）を示します。

具体的な指示内容は、図記号の
中や近くに絵や文章で示します。

注　意

“  ”は、注意を示します。

具体的な注意内容は、図記号の
中や近くに絵や文章で示します。

■ 図記号の例

*1： 重傷とは、失明やけが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒など
で、後遺症が残るものおよび治療に入院・長期の通院を要するものを
さします。

*2： 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが・やけど・感電な
どをさします。

*3： 物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペット等にかかわる拡大損害
をさします。

01_SD-P12DTK_p05-24.indd   801_SD-P12DTK_p05-24.indd   8 2009/12/11   10:43:502009/12/11   10:43:50



9

は
じ
め
に

異常や故障のとき

■ 煙が出ていたり、変なにおいがするときは、すぐ
に電源プラグをコンセントから抜くこと

プラグを抜け

そのまま使用すると、火災・感電の原因
となります。安全を確認してからお買い
上げの販売店にご連絡ください。

■ 内部に水や異物がはいったら、すぐに電源プラグ
をコンセントから抜くこと

プラグを抜け

そのまま使用すると、火災・感電の原因
となります。お買い上げの販売店に点検
をご依頼ください。

■ 落としたり、キャビネットを破損したときは、す
ぐに電源プラグをコンセントから抜くこと

プラグを抜け

そのまま使用すると、火災・感電の原因
となります。お買い上げの販売店に点検
をご依頼ください。

■ 電源コードが傷んだり、プラグが発熱したりした
ときは、すぐに電源を切り、プラグが冷えたのを
確認してコンセントから抜くこと

プラグを抜け

そのまま使用すると、火災・感電の原因
となります。電源コードが傷んだら、お
買い上げの販売店に交換をご依頼くださ
い。

使用するとき

■ 修理・改造・分解はしないこと

分解禁止

火災・感電の原因となります。
点検・修理はお買い上げの販売店にご依
頼ください。

■ 内部に異物を入れないこと

異物挿入禁止

ステープル、クリップなどの金属類や紙
などの燃えやすいものが内部にはいった
場合、火災・感電の原因となります。特
にお子様のいるご家庭ではご注意くださ
い。 

01_SD-P12DTK_p05-24.indd   901_SD-P12DTK_p05-24.indd   9 2009/12/11   10:43:512009/12/11   10:43:51
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■ 雷が鳴りだしたら、本機や電源プラグに触れない
こと

感電の原因となります。

■ 水にぬらしたりしないこと

水ぬれ禁止

火災・感電の原因となります。雨天、降
雪中、海岸、水辺での使用は特にご注意
ください。

■ 航空機内で使用するときは、航空会社の指示に従
うこと

指　示

 航空法で、離着陸時に本機を使用するこ
とは禁止されています。指示に従わず使
用すると、運行装置に影響を与え、事故
につながるおそれがあります。

■ ピックアップレンズに目を近づけたり、レーザー
光を見ないこと

禁　止

本機は通常、レーザー光を見られないよ
うになっています。万が一故障や異常に
よって、レーザー光が発光された場合に
見つめたりすると、視力障害の原因とな
ります。

■ 歩行中や、乗り物を運転しながら使用しないこと

禁　止

交通事故の原因となります。

■ ディスクスロットに12cmディスク以外のもの
を入れないこと

禁　止

火災・故障の原因となります。

■ ひび割れ、変形、または接着剤などで補修した
ディスクは使用しないこと

禁　止

ディスクは本機内で高速回転しますので、
飛び散ってけがや故障の原因となります。

■ ヘッドホーンをご使用になるときは、音量を上げ
すぎないこと

禁　止

耳を刺激するような大きな音量で聞くと、
聴覚機能に悪い影響を与えることがあり
ます。

安全上のご注意（つづき）
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■ ディスクを出し入れしているときに、ディスクス
ロットに触れないこと

禁　止

けがや故障の原因となります。

■ 電源を入れる前には音量を最小にすること

指　示

電源を入れる前には、接続しているアン
プなどの音量を最小にしておいてくださ
い。突然大きな音が出て聴力障害などの
原因となることがあります。

■ 液晶表示画面が破損し、液体がもれてしまった場
合は、液体を吸い込んだり、飲んだりしないこと

禁　止

中毒を起こすおそれがあります。万一口
や目にはいってしまった場合は、水で洗
い流し、医師の診察を受けてください。
手や服についてしまった場合は、アル
コールなどでふき取り、水洗いしてくだ
さい。

設置するとき

■ 屋外や風呂、シャワー室など、水のかかるおそれの
ある場所には置かないこと

風呂、シャワー室での使用禁止

火災・感電の原因となります。

■ 上にものを置かないこと

上載せ禁止

● 金属類や、花びん・コップ・化粧品な
どの液体が内部にはいった場合、火災・
感電の原因となります。
● 重いものなどが置かれて落下した場合、
けがの原因となります。

■ ぐらつく台の上や傾いた所など、不安定な場所や
振動のある場所に置かないこと

禁　止

本機が落ちて、けがの原因となります。

 
 

 

01_SD-P12DTK_p05-24.indd   1101_SD-P12DTK_p05-24.indd   11 2009/12/11   10:43:522009/12/11   10:43:52



12

は
じ
め
に

■ ひざの上などで使用しないこと

禁　止

本機は多少温度が上がります。ひざの上
などでのご使用は低温やけどの原因とな
ります。低温やけどは、体温より高い温
度のものを長時間あてていると紅斑、水
疱等の症状をおこすやけどのことです。
なお、自覚症状をともなわないで低温や
けどになる場合もありますので、特に肌
の弱い方はご注意ください。

■ 温度の高い場所に置かないこと

禁　止

直射日光の当たる場所・閉め切った自動
車内・ストーブのそばなどに置くと、火
災・感電の原因となることがあります。
また、破損、その他部品の劣化や破損の
原因となることがあります。

■ 湿気・油煙・ほこりの多い場所に置かないこと

禁　止

加湿器・調理台のそばや、ほこりの多い
場所などに置くと、火災・感電の原因と
なることがあります。

■ 風通しの悪い場所に置かないこと

禁　止

内部温度が上昇し、火災の原因となるこ
とがあります
●  じゅうたんや布団の上に置かないでく
ださい。

●  テーブルクロス・カーテンなどを掛け
たりしないでください。

●  押し入れや本箱など風通しの悪い場所
に押し込まないでください。

●  壁に押しつけないでください。
 

 
 

■ 移動させる場合は、ACアダプター・電源コード・
外部との接続コードをはずすこと

指　示

ACアダプター・電源コードを抜かずに運
ぶと、コードが傷つき火災・感電の原因
となることや、接続コードなどをはずさ
ずに運ぶと、本機が落下し、けがの原因
となることがあります。

安全上のご注意（つづき）
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ACアダプターと電源コードについて

■ 電源プラグは家庭用交流100Vのコンセントに
接続すること

指　示

 
交流100V以外を使用すると、火災・感
電の原因となります。

■ACアダプターを分解・改造・修理しないこと

分解禁止

火災・感電の原因となります。

■ 電源コードは

禁　止

● 傷つけたり、延長するなど加工したり、
加熱したりしないこと
● 引っ張ったり、重いものを載せたり、
はさんだりしないこと
● 無理に曲げたり、ねじったり、束ねた
りしないこと
火災・感電の原因となります。

 
 

 

■ 時々電源プラグを抜いて点検し、プラグやプラグ
の取り付け面にゴミやほこりが付着している場合
はきれいに掃除すること

指　示

電源プラグの絶縁低下によって、火災の
原因となります。
（電源プラグは待機状態のときに抜いてく
ださい。）

■ 通電中のACアダプターにふとんをかけたり、暖
房器具の近くやホットカーペットの上に置かない
こと

禁　止

火災、故障の原因となることがあります。

■ ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないこと

ぬれ手禁止

感電の原因となることがあります。
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■ 電源プラグをコンセントから抜くときは、コード
を引っ張って抜かないこと

引っ張り禁止

コードを引っ張って抜くと、コードやプ
ラグが傷つき、火災・感電の原因となり
ます。プラグを持って抜いてください。

■ ACアダプターと電源コードは、付属のものを使
用すること

指　示

指定以外のACアダプター、電源コード
を使用すると、火災・故障の原因となり
ます。付属の電源コードは国内向けです。
海外で使用する場合は、使用する地域の
規格に適合した電源コードをご使用くだ
さい。

■ 旅行などで長期間ご使用にならないときは、安全
のため電源プラグをコンセントから抜くこと

プラグを抜け

万一故障したとき、火災の原因となるこ
とがあります。

■ 付属のACアダプターを本機以外の他の用途に使
用しないこと

禁　止

本機以外の他の用途に使用すると、火災・
故障の原因となります。

 
  

■電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む
こと

指　示

確実に差し込んでいないと、火災・感電
の原因となります。

安全上のご注意（つづき）
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バッテリーパックについて

■ 指定されたバッテリーパックを使用すること

指　示

 
指定以外のバッテリーパックを使用する
と、火災・故障の原因となります。

■ バッテリーパックにクギを刺したり、カナヅチで
たたいたり、踏みつけたりしないこと

禁　止

 
電極がショートすると発熱、破裂、発火
の原因となります。

■ バッテリーパックを加熱・分解・ショートしたり、
火の中へ投入したりしないこと

禁　止

 
破裂・火災の原因となります。

■ バッテリーパックの電極（＋端子と－端子）を針
金などの金属で接続しないこと。また、金属製の
ネックレスやヘアピンなどといっしょに持ち運ん
だり、保管しないこと

禁　止

 
電極がショートすると、発熱、破裂、発
火の原因となります。
 バッテリ－パックを持ち運ぶときや保管するときは、電極
が金属に触れないように、ビニールなどで包んでください。

■ 不要になったバッテリーパックは、貴重な資源を守るため
に廃棄しないで電池リサイクル協力店へお持ちください。

 お持ち込みになるときは、＋端子、－端子の電極に絶縁
テープを貼ること

指　示

電極がショートすると、破裂、発火のお
それがあります。

■ バッテリーパックを指定された充電方法以外で充
電しないこと

指　示

 
破裂、発火の原因となります。

■ バッテリーパックが本体にしっかりと取り付けら
れているか確認すること

指　示

正しく取り付けられていないと、持ち運
びのときにバッテリーパックがはずれ落
ちて、けがの原因となります。
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使用上のお願い

取扱いに関すること
■ 液晶画面を傷つけたり衝撃を与えないでください。液
晶が破損し、故障の原因になります。

■ 移動させるとき
 引っ越しなど、遠くへ運ぶときは、振動が伝わらない
ように、傷がつかないように毛布などでくるんでくだ
さい。

■ 殺虫剤や揮発性のものをかけたりしないでください。
また、ゴムやビニール製品などを長時間接触させない
でください。変色したり、塗装がはげるなどの原因と
なります。

■ 長時間ご使用になっていると本体が多少熱くなります
が、故障ではありません。

■ ふだん使用しないとき
 必ず、ディスクを取り出し、電源を切っておいてくだ
さい。

■ 長期間使用しないとき
 機能に支障をきたす場合がありますので、ときどき電
源を入れて、使用してください。

置き場所に関すること
■ 本機は水平な場所に設置してください。ぐらぐらする
机や傾いている所、走行中の車内など不安定な場所で
使わないでください。ディスクがはずれるなどして、
故障の原因となります。

■ 直射日光のあたる場所、熱器具の近く、締め切った車
内など、温度が高くなる場所に置かないでください。
故障の原因となります。

■ 本機をテレビやラジオ、ビデオの近くに置く場合には、
本機で再生中の画像や音声に悪い影響を与えることが
あります。万一、このような症状が発生した場合はテ
レビやラジオ、ビデオから離してください。

お手入れに関すること
■ 本体や操作パネル部分のよごれは柔らかい布で軽く拭
き取ってください。

 ベンジン、シンナー、アルコール等の有機溶剤は絶対
使用しないでください。変色したり、塗装がはげたり
する原因となります。

■ 液晶画面についたよごれなどは、乾いた柔らかい布で
ふきとってください。
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結露（露付き）について
結露はディスクや本機を傷めます。よくお読みくだ
さい。
例えば、よく冷えたビールをコップにつぐと、コップの表
面に水滴がつきます。これを“結露(露付き)”といいます。
この現象と同じように、本機の内部のピックアップレンズ
や部品、部品内部などに水滴がつくことがあります。

■“結露”はこんなときおきます。
● 本機を寒いところから、急に暖かいところに移動した
とき

● 暖房を始めたばかりの部屋や、エアコンなどの冷風が
直接あたるところに置いたとき

● 夏季に、冷房のきいた部屋・車内などから急に温度・
湿度の高いところに移動したとき

● 湯気が立ちこめるなど、湿気の多い部屋に置いたとき

■ 結露がおきそうなときは、本機をすぐに使用しない
結露がおきた状態で本機をお使いになりますと、ディスク
や部品を傷めることがあります。ディスクを取り出し、本
機の電源プラグをご家庭のコンセントに接続し電源を入れ
ておくと、本機があたたまり水滴がとれますので、しばら
く放置してからご使用ください。

レーザー製品の取扱いについて
● 本機は、レーザーシステムを使用しています。本製品
を正しくお使いいただくため、この取扱説明書をよく
お読みください。また、お読みいただいたあとも必ず
保管してください。修理などが必要な場合は、お買い
求めの販売店に依頼してください。

● 本取扱説明書に記載された以外の調整・改造を行なう
と、レーザー被爆の原因になりますので絶対におやめ
ください。

● 本機は、映像信号の読み取りのためにレーザーを使っ
ています。弱いレーザー光のため、人体に大きな影響
はありませんが、安全のため、絶対に製品を分解しな
いでください。

廃棄について
本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例または規則に
従って処理してください。詳しくは、各地方自治体にお問
い合わせください。
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免責事項について
● 地震や雷などの自然災害および当社の責任以外の火災、
第三者による行為、その他の事故、お客様の故意また
は過失、誤用、その他異常な条件下での使用によって
生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。

● 本製品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害
（事業利益の損失・事業の中断など）に関して、当社は
一切責任を負いません。

● 取扱説明書の記載内容を守らないことによって生じた
損害に関して、当社は一切責任を負いません。

● 当社が関与しない接続機器、ソフトウェアとの組み合
わせによる誤動作などから生じた損害に関して、当社
は一切責任を負いません。

操作説明と実際の動作
この取扱説明書は、本機の基本的な操作のしかたを説明し
ています。
DVDビデオディスク、ビデオCDは、ディスク制作者側
の意図で再生状態が決められていることがあります。本機
はディスク制作者が意図した内容にしたがって再生を行な
うため、操作したとおりには動作しないことがあります。
再生するディスクに付属の説明書もご覧ください。
ボタン操作中に画面に［  ］が表示されることがあります。
［  ］が表示されたときは、本機またはディスクがその操
作を禁止しています。

リージョン番号について
本機のリージョン番号は2に設定されています。DVDビ
デオディスクに再生限定地域を表すリージョン番号が表示
されている場合には、そのリージョン番号マークの中に

2 のように2が含まれているか、または ALL が表示されて
いないと、本機では再生できません。（リージョン番号が
不適応の場合には画面に表示がでます。）

使用上のお願い（つづき）
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ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されてい
ます。Dolby、ドルビー及びダブルD記号はドルビーラボラ
トリーズの商標です。

 はDVDフォーマット/ロゴ ライセンシング株式会

社の商標です。

SDロゴは商標です。

MPEG Layer-3 オーディオ・コーディング技術は、フラン
フォーハー IISおよびトムソンのライセンスによるものです。

Windows Media™、及びWindows® ロゴは
米国Microsoft Corporationの米国およびそ
の他の国における登録商標または商標です。
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再生できるディスク

ディスクの取扱いと用語

ディスク マーク（ロゴ） ディスクの大きさ 内容
DVDビデオディスク 12cm ・映像(動画)+音声

DVD-RWディスク 12cm ・映像(動画)+音声(Videoモード／VRモード*CPRM対応)
*ファイナライズ処理がされたもの
・音声（MP3/WMAファイル）　・静止画（JPEGファイル）

DVD-Rディスク 12cm ・映像（動画）＋音声（Videoモード／VRモード*CPRM対応）
*ファイナライズ処理がされたもの
・音声（MP3/WMAファイル）　・静止画（JPEGファイル）

ビデオCD 12cm ・映像(動画)+音声

音楽用CD 12cm ・音声

CD-ROM 12cm ・音声（MP3/WMAファイル）
・静止画（JPEGファイル）

CD-R/RWディスク

　

12cm ・音声（MP3/WMAファイル）
・静止画（JPEGファイル）
*  VIDEO CD（ビデオＣＤ）フォーマットのディスクも再生で
きます。ただし、ディスクによっては再生できないものもあ
ります。

本機では以下のディスクが再生できます。
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お知らせ
・ 前記の表以外のディスクは再生できません。
・ 前記の表のマークが表示されていても、データの作り方や
ディスクの状態など、ディスクによっては再生できない場
合があります。

・ 前記の表のマークが表示されていても、DVD-RAMや規格
外のディスクなどは再生できません。

・ 本機内蔵のプレーヤーは、NTSCテレビ方式に適合してい
ます。他のTV方式（PAL、SECAM）表示のディスクには
使用できません。

■ ビデオCDについて
 本機は、PBC付きビデオCD（バージョン2.0）に対応
しています。（PBCとはP

プ レ イ バ ッ ク

layback C
コ ン ト ロ ー ル

ontrolの略です。）
ディスクによって、2種類の再生を楽しめます。

 PBCなしビデオCD(バージョン1.1）
 音楽用CDと同じように操作して、音声と映像（動画）
を再生できます。

 PBC付きビデオCD(バージョン2.0）
 PBCなしのビデオCDの楽しみかたに加えて、画面に
表示されるメニューを使って、対話型のソフトや検索
機能のあるソフトを再生できます（メニュー再生）。こ
の取扱説明書で説明されている機能が働かない場合が
あります。
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ディスクの取り扱いかた
● 再生面には手を触れないで
ください。

 たとえば、図のように持っ
てください。

● ディスクに紙やシールを貼らないでください。
● ディスクを折り曲げたり、表面を傷つけないでくださ
い。

ディスクのお手入れのしかた
● ディスクについた指紋やほこりなどのよごれは、画像
の乱れや音質低下の原因となります。柔らかい布で、
ディスクの中心から外側に向かって軽く拭き取り、い
つもきれいにしておいてください。

● シンナーやベンジン、アナログ式レコード専用の
クリーナー、静電気防止剤などは絶対使用しないでく
ださい。ディスクを傷める原因となります。

ディスクの保管のしかた
● 直射日光の当たる場所や、湿度の高い場所には保管し
ないでください。

● 浴室や加湿器のそばなど、湿気やほこりの多い場所に
は保管しないでください。

● ディスクは必ず専用ケースに入れて保管してください。
専用ケースに入れずに重ねたり、立てかけたりすると
変形する原因となります。

著作権について
ディスクを無断で複製、放送、上映、有線放送、公開
演奏、レンタル（有償、無償を問わず）することは、法
律で禁止されています。
これに従い本機では、著作権保護技術を適用していま
す。
ビデオデッキなどを接続してディスクの内容を複製し
ても、コピー防止機能の働きによって、複製した画像
は乱れます。
本機は、Rovi Corporationならびに他の権利者が保
有する米国特許およびその他の知的財産権で保護され
た著作権保護技術を採用しています。この著作権保護
技術の使用はRovi Corporationの認可が必要であり、
Rovi Corporationの認可なしでは、一般家庭用または
他のかぎられた視聴用だけに使用されるようになって
います。改造または分解は禁止されています。

再生面

ディスクの取扱いと用語（つづき）
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再生できるメモリーカード
本機で再生できるメモリーカードは以下のとおりです。

マーク（ロゴ） 記録内容

SDメモリカード ・音楽（MP3、WMA）
・静止画（JPEG）

・ SDHCカード、SDXCカードには対応していません。

メモリーカードについて
メモリーカードの容量やメーカーによっては、再生できな
い場合があります。
対応していない種類のメモリーカードを本機に挿入しない
でください。未対応のメモリーカードを挿入した場合、本
機およびメモリーカードが故障・破損するおそれがありま
す。

■ 記録画像について
・ 大切なデータはバックアップをとっておくことをお
勧めします。本機でメモリーカードを使用すること
によって、万一何らかの不具合が発生した場合でも、
データの損失や記録できなかったデータの補償、お
よびこれらに関わるその他の直接・間接の損害につ
きましては、当社は責任を負いかねますのであらか
じめご了承ください。

・ メモリーカードの取扱いかたについては、各取扱説
明書をご覧ください。

・ 通常のご使用でデータが破損（消滅）することはあり
ませんが、誤った使い方をするとデータが破損（消
滅）することがあります。記録されたデータの破損
（消滅）については、故障や損害の内容・原因に関わ
らず当社は一切その責任は負いかねますので、あら
かじめご了承ください。
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■ 取扱い上のご注意
● メモリーカードを本機に差し込むときは、上下(表裏)
の向きに注意して、最後までしっかりと差し込んでく
ださい。

● メモリーカードへの書込み、読出し中は、本機の電源
を切ったり、メモリーカードを取り出したりしないで
ください。記録されているデータが破壊されるおそれ
があります。

● メモリーカードは精密部品です。折り曲げたり、落と
したりなどの無理な力や強い衝撃を与えないでくださ
い。

● 強い磁場や静電気が発生するところでの使用や保管は
しないでください。

● 高温多湿なところやほこり、油煙の多い場所での使用
や保管はしないでください。

● メモリーカードの金属部(金色の部分)にゴミや異物が
つかないように、また手で触れないように注意してく
ださい。よごれは乾いたやわらかい布でふいてくださ
い。

● メモリーカードを持ち歩いたり、保管をするときには、
静電気防止ケースに入れてください。

● 直射日光があたるところや、ストーブやヒーターなど
熱源のそばに放置すると、故障の原因になることがあ
ります。

● ズボンやスカートのうしろポケットに入れたまま、座
席やいすなどに座らないでください。破損、故障の原
因となります。

● 本機から取り出したメモリーカードが熱くなっている
ことがありますが、故障ではありません。

● メモリーカードには寿命があります。長時間使用する
うちに書込みや消去ができなくなった場合には、新し
いメモリーカードをお求めください。

■ SDメモリカードの誤消去防止について
● たいせつなデータを誤って消去しないために、カード
側面のライトプロテクトタブを「LOCK」に切り換える
と、ロック状態(書込み禁止状態)にすることができま
す。記録、編集、消去するときはロック状態を解除し
てください。

LOCK LOCK

ライトプロテクト
タブ

矢印の方向にタブ
を動かすと、ロッ
ク状態になります。

ディスクの取扱いと用語（つづき）
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準備
ご使用になる前の準備です。

● リモコンの準備

● 設置のしかた

● B-CAS(ビーキャス)カード
を入れる

● アンテナの接続

● ACアダプターの接続

● バッテリーパックを使う

● ヘッドホーンをつなぐ

● 電源の入れかた／切りかた

● モードを切り換える

● モード共通の操作
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リモコンの準備

 

1  ふたをはずす

2  乾電池を入れる

 • 単四形乾電池を2個使用します。
 • 乾電池の＋、ーを確かめてください。

3  ふたを閉める

リモコンの操作範囲
画面に対し垂直に向けて、本体から以下の範囲内で操
作してください。

　　　

約3m以内

リモコン受光部に、太陽光や蛍光灯など強い光があたると、
リモコンが動作しないことがあります。

・ 受光部が見える正面の位置から操作してください。
・ 落としたり、衝撃を与えないでください。
・ 高温になる場所や湿度の高い場所に置かないでください。
・ 水をかけたり、ぬれたものの上に置かないでください。
・ 分解しないでください。
・ リモコンが動作しなかったり、到達距離が短くなったとき
は、乾電池をすべて新しいものと交換してください。古い
乾電池と新しい乾電池を同時に使わないでください。

距離： リモコン受光部正面から
約3m以内

角度： リモコン受光部から上下
左右約30度以内
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設置のしかた

11 、 12 、 16  ページをお読みになり、設置に適さない場所をさけて設置してください。

ストラップ

水平で安定した
平面におく

スタンドを開く
スタンドには安定用のストラップがつい
ています。
ストラップがまっすぐ伸びた状態でお使
いください。

・ スタンドは必ず開いてお使いください。
 開かずに使うと、本機が転倒・落下するな
どして、けがや故障の原因となります。

・ スタンドをつかんで持ち上げたり、運んだ
りしないでください。

・ 本機を持ち運ぶときは、ハンドルを持って
ください。

お知らせ
・ 設置や移動のときは、液晶画面を傷つけないよ
うご注意ください。

・ ハンドルをフックなどにかけて本機をぶらさげ
ないでください。

ハンドル
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B-CAS(ビーキャス)カードを入れる

本機に同梱されているB-CASカードは、地上デジタル放
送の受信や「放送局からのお知らせ」の受信などに必要で
す。
B-CASカードは常時、本機に挿入しておいてください。
B-CASカードの登録のしかたや取扱いについて詳しくは、
カードが貼ってある説明書をご覧ください。説明書は、よ
くお読みのうえ、たいせつに保管してください。

お知らせ
・ B-CASカードのカードの破損、紛失、盗難などの場合、お
よび本機の廃棄などでカードが不要になった場合や登録名
義を変更したい場合は、(株)ビーエス・コンディショナル
アクセスシステムズにご連絡ください。お問い合わせ先に
ついては、カードが貼ってある説明書をご覧ください。

■ B-CAS(ビーキャス)カードの入れかた
B-CASカードの絵柄面を本体の背面側に向け、奥まで差
し込む

取り出すときはB-CASカードをそのまま引き抜きます。

B-CASカードスロット

B-CASカード
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アンテナの接続

本機は地上デジタルチューナーを内蔵しています。
地上デジタル放送を受信するには、地上デジタル放送受信
用アンテナ(UHFアンテナ)を本機に接続してください。(地
上アナログ放送、ワンセグ放送、BS・110度CSデジタ
ル放送を受信することはできません。)

・ アンテナを接続するときは、必ず本機および接続機器の
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。電源プラグはすべての接続が終わってから、コンセ
ントに接続してください。

・ 同軸ケーブル両端のコネクターのピンが曲がっていな
いか、確認してください。曲がったままで接続すると、
ショートすることがあります。

お知らせ
・ 室内アンテナをお使いになると、受信できない場合や受信
が安定しない場合があります。

・ UHFアンテナがすでに設置されていても、状況によっては
アンテナの交換やアンテナ方向の変更などが必要になる場
合があります。

・ UHFアンテナ線は同軸ケーブルをおすすめします。
・ アンテナ線を他のデジタル機器に近づけないでください。
受信障害の原因となることがあります。

・ UHFアンテナは定期的な点検・交換をおすすめします。ア
ンテナの設置場所は、屋外のため痛みやすく性能が低下し
ます。特にばい煙の多い地域、温泉、海岸の近くでは痛み
やすくなります。映りが悪くなったときは、お買い上げの
販売店にご相談ください。

・ 地上デジタル放送は一般的にUHFアンテナで受信しますが、
CATV(ケーブルテレビ)で伝送される場合や共聴システム
で伝送される場合もあります。詳しくは、共聴システム管
理者(マンション管理者や管理組合など)や、お住まいの地
域のケーブルテレビ会社にお問い合わせください。

・ 混合器、分波器、分岐器、ブースターなどを使用する場合
は、地上デジタル放送の伝送チャンネルに対応したものを
お選びください。
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■ 地上デジタル放送用アンテナ(UHFアンテナ)を
接続する

付属の同軸ケーブル

壁のアンテナ端子 アンテナ端子

本機

UHFアンテナ

■ ビデオデッキやDVDレコーダーを経由したアン
テナの接続
映像・音声の接続については、 80  ページをご覧くだ
さい。

UHF
アンテナ端子

壁のアンテナ端子 本機のアンテナ端子

UHFアンテナ

同軸ケーブル

（背面）

ビデオデッキや
DVDレコーダー

付属の
同軸ケーブル

アンテナの接続（つづき）
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ACアダプターの接続

室内のコンセントへは、付属のACアダプターと電源コー
ドを、以下のようにつないでお使いください。

電源入力端子へ

ACアダプター

電源プラグ 電源コード

付属のACアダプターと
電源コードをしっかりと
つなぎます。

3

1
AC100V
コンセントへ

1、2、3の順に接続します。
はずすときは、逆の3、2、1の
順ではずします。

2

・ 電源プラグは家庭用交流100Vのコンセントに接続する
こと
 交流100V以外を使用すると、火災・感電の原因となり
ます。

・ ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないこと
 感電の原因となることがあります。
・ 付属のACアダプターと電源コードを使用すること
 指定以外のものを使用すると、火災・故障の原因となり
ます。
 通電中、ACアダプターの表面温度が高くなる場合があ
りますが、故障ではありません。
 持ち運ぶときは、電源プラグを抜き、温度が下がってか
ら行なってください。

ご注意
・ 付属のACアダプターと電源コードは、本製品以外には使用
しないでください。
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4  本機底面の端子カバーをあける

5 バッテリーパックのツメを本体の2ヶ所の穴に
差し込み、矢印の方向にカチッと音がするまでは
め込む

端子カバーをあける
バッテリーパックを使わ
ないときは、しめてくだ
さい。

バッテリーパック

穴

バッテリーパックを使う

・指定されたバッテリーパックを使用すること
 指定以外のバッテリーパックを使用すると、火災・故障
の原因となります。

・バッテリーパックを加熱・分解・ショートしたり、火の
中へ投入しないこと
 破裂・火災の原因となります。
・バッテリーパックは正しく取り付けること
 バッテリーパックが本体にしっかりと取り付けられてい
るか確認すること。バッテリーパックがはずれ落ちて、
けがの原因となります。

■ バッテリーパックの取り付けかた
 1 本機の電源を切る
2 ACアダプターや外部機器などの接続コードを、
すべて本体からはずす

3  本機を裏返し、スタンドをあげる

付属のバッテリーパックを装着すれば、屋外など電源コン
セントがない場所でもお使いになれます。
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バッテリーパック使用時の連続再生時間の
目安

最大約4時間
(テレビ視聴時は
最大約4時間)■ バッテリーパックの充電

 バッテリーパックは充電してお使いください。（電池残
量が少なくなると、バッテリー表示［ ］が画面に表
示されます。）特に、はじめてお使いになる前には、必
ず充電を済ませてください。

 1 本機の電源を切る
 本機の電源を入れたままではバッテリーパックは充
電できません。必ず本機の電源を切ってから充電し
てください。

 2 本機にバッテリーパックを取り付ける
3 本機にACアダプターと電源コードを接続する
 （アンテナ線などのその他のコード類ははずした状態に
してください。）

 充電が始まり、充電表示がオレンジ色に点灯します。
充電が終了すると、充電表示が消灯します。
・ バッテリーパックが満充電に近い状態では充電は
始まらず、充電表示は点灯しません。

バッテリーパックの充電時間の目安 約4.5時間
・ あくまでも目安です。バッテリーパックの状態や周囲の温
度などによって変わります。

上記は目安であり、数値を保証するものではありません。
（25℃、ヘッドホーン使用、DVD再生、バックライトの明る
さ設定［3］、新品のバッテリーパック使用時）
・ バッテリーパックの状態、使用条件、周囲の温度などに
よって変わります。

・ 低温の環境で使用すると、連続再生時間が短くなります。

お知らせ
・ 充電は周囲の温度が5℃～35℃で行なってください。
・ 充電表示がオレンジ色に点灯している間（充電中）は、ACア
ダプターと電源プラグを抜かないでください。

・ 充電中や使用中はバッテリーパックがあたたかくなります
が、異常ではありません。

お願い
・ 長期間使用しない場合は、電源プラグを抜き、本機から
バッテリーパックをはずしてください。

お知らせ
・ ACアダプターとバッテリーパックが付いた状態で、本機を
ご使用いただくことはできます。
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■ バッテリーパックの寿命について
 バッテリーパックには寿命があります。正常に充電し
ても使用できる時間が著しく短くなった場合は、新し
いバッテリーパックをお求めください。お求めについ
ては、お買い上げの販売店または裏表紙に記載の「東芝
DVDインフォメーションセンター」にお問い合わせく
ださい。（形名：SD-PBP121JD）

■ バッテリーパックのリサイクルについて
 不要になったバッテリーパックは、貴重な
資源を守るために廃棄しないで電池リサイ
クル協力店へお持ちください。その場合、
ショート防止のために必ず金属端子部に
テープ等を貼って絶縁してください。

 一般社団法人JBRC　ホームページ
 http://www.jbrc.net/hp/contents/index.html
 リサイクル協力店の検索を行なうと、全国各地のリサ
イクル協力店が簡単に見つかります。

■ バッテリーパックのはずしかた
1 本機の電源を切る
2 ACアダプターや外部機器などの接続コードを、
すべて本体からはずす

3 本機を裏返しにしてスタンドをあげる
4 バッテリーパックのロックスイッチを、①の矢印
の方向にスライドさせて、バッテリーパックを②
の矢印の方向に取りはずす

5 端子カバーをしめる

お願い
・ 端子カバーは、針金などの金属の接触によるショートから
電極を保護するためにも、必ずしめてください。

・ 本機の動作中（スタンバイ表示灯や充電表示灯が点灯中）は、
バッテリーパックを取りはずさないでください。

ロックスイッチ

バッテリーパックを使う（つづき）

①
②
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ヘッドホーンをつなぐ

本機には、ステレオミニジャック（ 3.5mm）のヘッ
ドホーンが接続できます。

着脱時は
ここを開閉します。

ヘッドホーン（付属品）
（　 3.5mm）

・ 接続するときは、いったん音量を下げ、再生が始まったら
お好みの音量に調整してください。

・ ヘッドホーンの抜き差しは、誤動作防止のため、本機の電
源を切ってから行なってください。

・ ヘッドホーンが接続されているときは、本体のスピーカー
から音声は出力されません。

• ヘッドホーンをご使用になるときは、音量を上げすぎな
いこと。耳を刺激するような大きな音量で聞くと、聴覚
機能に悪い影響を与えることがあります。
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電源の入れかた／切りかた

電源を入れる

電源がはいると、スタンバイ表示灯が緑色に変わります。

お知らせ
・ 本機の電源を本体の 「電源」で入れたときは、モードが［テレ
ビ］になります。リモコンの「電源」で入れたときは、電源を
切ったときのモードになります。モードの切り換えについて
は 37  ページをご覧ください。

スタンバイ表示灯

電源

■ 電源を切る
 リモコンの 「電源」を押して、待機状態にする
 電源切状態にするには、本体の 「電源」を押す

■ スタンバイ表示と本機の状態
スタンバイ表示灯 状態

緑 電源入

赤
待機状態

（リモコンからの電源投入が
できる状態です）

消灯 電源切

オレンジ 番組表情報取得＊中/
ソフトウェアダウンロード＊＊中

＊ 番組表情報は地上デジタル放送の電波に含まれてお
り、これを受信して取得します。リモコンで電源を
切って待機状態にすると自動的に取得します。テレ
ビ視聴中でも取得しますが、一部の情報に限られま
す。また、電源切状態では行ないません。( 46  ペー
ジ)

＊＊ 本機ソフトウェアのバージョンアップ用データを取
得することです。（ 50  ページ）

消灯しているとき
（電源切状態）
本体の 「電源」を押す

赤色で点灯しているとき
（待機状態）
リモコンの 「電源」を押す

 電源

02_SD-P12DTK_p25-50.indd   3602_SD-P12DTK_p25-50.indd   36 2009/12/24   18:34:132009/12/24   18:34:13



37

準
備

モードを切り換える

本機では、モードを切り換えることで、テレビやディスク、つないだビデオ機器などのさまざまな映像が楽しめます。
必要に応じて、以下のように切り換えてお使いください。

「入力切換」をくり返し押して、モードを選ぶ
押すたびに、本機の液晶画面でモードの表示が以下のように切り換わります。

テレビ デジタルテレビ放送を視聴するとき。
↓

DVD/CD
本機にディスクを入れて、その画像を本機の液晶画面で見るとき。
・ ディスクを再生したいときは、必ず［DVD/CD］にしてください。［DVD/CD］以外の
モードでは、ディスクの再生はできません。

↓
カード メモリーカードを再生するとき。
↓

AV入力 接続したビデオデッキなどの外部機器からの映像を、本機の液晶画面で見るとき。
↓

［テレビ］に戻る
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モード共通の操作

クイックメニューの使いかた
本機では、モードや操作状況によって使える機能を、
一覧表示させて（［クイックメニュー］）その中から選べ
ます。
どのモードでも共通の操作で使えます。
 

1  「クイック」を押す
 機能や設定名が一覧表示されます。
 内容はモードや操作状況で異なります。
 例：DVD/CDモードのとき

クイックメニュー
アングル
メモリー
リピート
A－Bリピート
ランダム
音場効果

セットアップ
映像設定

2  方向ボタン(▲/

▲

)で項目を選び、「決定」
を押す

3  項目の詳細を設定する
 何も操作しないと、画面の表示は数秒で消えます。

音量を調節する
「音量」を押す

リモコン   本体
：音量を上げる  ＋： 音量を上げる
：音量を下げる  －： 音量を下げる

音量バーが画面に表示されます。

何も操作しないと、画面の表示は数秒で消えます。
消音するには、「消音」を押します。もう一度「消音」を押
すか、「音量」を押すと、消音が解除されます。

本機の電源を自動的に切る（オフタイマー）
オフタイマーを設定すると、設定時間後に電源が切れ
て、待機状態になります。
「オフタイマー」を繰り返し押して、設定したい時間を
選ぶ
押すたびに、以下のように切り換わります。
0h00m → 0h15m → 0h30m → 1h00m → 
1h30m → 2h00m →(0h00m)

設定を解除する場合は、[0h00m]を選びます。
※　h＝時間、m＝分を示します。
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映像を調整する
本機の液晶画面が対象です。テレビなど外部機器につ
ないで見る場合には、外部機器で調整してください。

1 「クイック」を押して［クイックメニュー］を
表示させる

2 方向ボタン（▲/

▲

）で［映像設定］を選び、
「決定」を押す

3 方向ボタン（ ▲ /

▲

）で［標準］または［メモ
リー］を選ぶ

標準　　： お部屋で落ち着いた雰囲気で楽しむとき
（日常、ご家庭で使用するとき）の推奨値
です。

メモリー： お好みで調整した設定値で見られます。
（調整のしかたは右表をご覧ください。）

4 「クイック」を2回押して［クイックメ
ニュー］を消す
何も操作しないと、画面の表示は数秒で消えます。

▲/▼で選択 設定 ▲ /

▲

で調整
明るさ 0～100 暗くなる ⇔ 明るくなる
コントラスト 0～100 低くなる ⇔ 高くなる
バックライト 1～10 暗くなる ⇔ 明るくなる
色の濃さ -50～+50 淡くなる ⇔ 濃くなる
色あい -50～+50 紫っぽくなる ⇔ 緑っぽくなる

シャープネス -7～+7 やわらかい映像になる ⇔ くっきりし
た画像になる

画面サイズ
切換*

自動 映像にあわせて、16:9または4:3 の
画面サイズで表示します。

16:9

画面いっぱいに映像を表示します。
・ 16:9 の映像はそのままの縦横比で
表示します。
・4:3 の映像は横伸びします。

4:3

4:3 の画面サイズで表示します。
・ 4:3 の映像は左右に黒い帯がつきま
すが、そのままの縦横比で表示され
ます。
・ 16:9 の映像は左右に黒い帯がつき
ますが、そのままの縦横比で表示し
ます。

設定リセット 「決定」を押すと、調整した項目をお買い上げ時の状
態にもどします。

* この設定の内容は、テレビの画面モード設定やDVDの映像モード設
定などによって異なる場合がありますので、お好みに合わせて設定し
てください。
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テレビを見る
本機で地上デジタル放送の視聴ができます。

● 本機で受信できるテレビ放送

● チャンネル設定のしかた

● 放送を見る

● テレビに関する設定

02_SD-P12DTK_p25-50.indd   4102_SD-P12DTK_p25-50.indd   41 2009/12/11   10:43:192009/12/11   10:43:19



42

テ
レ
ビ
を
見
る

本機で受信できるテレビ放送

本機では、地上デジタル放送のみを受信することが
できます。(地上アナログ放送、ワンセグ放送、BS・
110度CSデジタル放送を受信することはできません。)

■ 地上デジタル放送の特長
（ただし、本機では対応していない内容があります。
88 ページ）
地上波のUHF放送(13ch～62ch)の周波数帯域を
使った放送です。
最新のデジタル技術を活用することで、高画質(ハ
イビジョン放送)・多チャンネルのテレビ放送が可能
です。
また、音声信号を効率よく圧縮して放送することが
でき、原音に近い高音質な音声が楽しめます。

■ アナログテレビ放送からデジタルテレビ放送への
移行について
地上デジタルテレビ放送は、関東、中京、近畿の三
大広域圏の一部で2003年12月から開始され、そ
の他の都道府県の県庁所在地は2006年末までに
放送が開始されました。今後も受信可能エリアは順
次拡大されます。この放送のデジタル化に伴い、地
上アナログテレビ放送とBSアナログテレビ放送は
2011年7月24日までに終了することが、国の法
令によって定められています。

お知らせ
・ 地上デジタル放送を受信するには、本機の他に地上デジタ
ル放送の受信に対応したUHFアンテナが必要です。

・ CATV(ケーブルテレビ)の受信には、使用する機器ごとに
CATV会社との受信契約が必要です。接続やご利用方法に
ついては、機器や会社ごとに異なります。ご加入している
CATV会社にお問い合わせください。

・ 本機は地上デジタル放送の双方向通信サービスには対応し
ていません。また、本機でペイ・パー・ビュー (PPV)番組
を購入することはできません。

・ 本機は地上デジタル放送のデータ放送サービスには対応し
ていません。

・ 放送によっては、画面の上下左右に黒い帯が表示されます。
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チャンネル設定のしかた

■ 準備
・ リモコンの操作切換スイッチを「テレビ」にします。
・ 「入力切換」を繰り返し押して、［テレビ］を選びます。

未設定時は以下の画面が表示されます。
画面に沿って設定してください。

開始

地上デジタル放送のスキャン

STEP1 地上デジタル放送のチャンネルをスキャンします。

あらかじめアンテナを接続してください。

決定決定

 

1  「決定」を押す
 地上デジタル放送のスキャンが始まります。
 スキャンが終わるまでには数分かかります。
 スキャンが正常に終了すると、メッセージが表示さ

れます。
 

2  「メニュー」を押す
 受信中の放送が映ります。

 引越しをした場合や、放送局が新たに開局したり、
中継局が新設されてチャンネルが増えたなどで放送
チャンネルに変更があった場合は、[受信設定]から
[自動チャンネルスキャン]（ 48  ページ）を行なって
ください。チャンネルを自動的に更新することがで
きます。
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■ 準備
・ リモコンの操作切換スイッチを「テレビ」にします。
・ 「入力切換」を繰り返し押して、［テレビ］を選びます。

■ チャンネルの切り換え
「チャンネル（＋/

ー

）」または番号ボタンで選局する
■ 番組表を表示する（番組表／裏番組表）
「番組表／表示」を押す
現在放送中の裏番組表（現在見ている放送局以外の番組
のリスト）が表示されます。
方向ボタン（▲／▼）で番組を選び「決定」を押すと、選
んだ番組を視聴できます。
裏番組表の表示中に、もう一度「番組表／表示」を押す
と、番組表が表示され、各局の放送予定が確認できま
す。最大約8日先までの番組表を表示できます。

1　/7　（木）　地上デジタル番組表 1　/7（木）　PM 2 : 35

PM

PM

PM

PM

05 ごぶさたしてます
　 日本列島

15 　　大人の勉強時
　 間「漢字ドリルに
　 チャレンジ」

00 ちゃすけの部屋

30 　　週刊…

00 3時のニュース 00 世界温泉めぐり

05 歴史に隠された
　 ミステリー「いま、
　 あなたに逢いた
　 い…」

00 ハロハロ

30 アフターパーティ

05 夕方のニュース 00 報道 ! リアル
　 ニュース

00 ２時のドラマ
　 「メロディ」

00 αααチャンネル
　 アルアルファ
　 ＃03

05 謎の国から

00 速報ニュース17

00 午後のショッピン
　 グチャンネル

00 特集「かわいい
　 ペット集合！」

05 タカナジェンヌ・
　 ロワイヤル

00 今日の料理

30 サスケさん

05 全日本ゴルフトー
　 ナメント

00 ドカ盛りの店を訪
　 ねて

00 世界の社食から
　 スペシャル

05 きょうのニュース
　 5

30 ラーメン大好き

決定決定テレビに戻る 移動 翌日 拡大・縮小 メニュー戻る

2

3

4

5

再

再

字

字

1 2

2前日1 3 4

4 6 8011
MNK総合

021
テレビ夕日

041
テレビ関東

061
テレビTSB

081
CCSNチャンネル

例）

ここに操作の説明
が出ます。

「戻る」を押すと、視聴中の番組に戻ります。
方向ボタンで番組表内を移動できます。(番組表から番
組を選んで見ることはできません。)

放送を見る

番号ボタンの「2」を押すと翌日の番組表へ、「1」を押す
と前日または現時刻の番組表へ切り換わります。
「3」を押すと、番組表の文字表示を拡大・縮小します。
「4」を押すと、番組表メニューが表示されます。
番組表メニュー： 方向ボタンで項目を選び、「決定」を押す
[番組記号一覧] 番組表で使われている記号の一覧を表

示します。
[番組表情報取得] 「決定」を押すと、番組表を最新の状態

に更新します。
[代表チャンネル]/ 地上デジタル放送では1チャンネル分

の周波数で最大3番組までを同時に放
送することができます。

 1チャンネル分の番組欄の表示を、3
番組（マルチチャンネル）または、代
表の1番組（代表チャンネル）に切り
換えます。

■ 番組情報を見る
番組を見ているときに、「番組情報」を押す
現在視聴している番組の情報が表示されます。
もう一度「番組情報」を押すと、表示が消えます。

■ 番組詳細情報を見る
番組表から番組を選び、「決定」を押す
選んだ番組の詳細情報が表示されます。
「戻る」を押すと、番組表に戻ります。

[マルチチャンネル]
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お知らせ
・ 番組情報の表示や番組表情報の取得には時間がかかる場合
があります。

・ 番組情報を取得するタイミングによっては、最新の情報を
表示できないことがあります。

・ 初めて視聴するときには、番組表が表示されないチャンネ
ルがあります。そのチャンネルを一定時間視聴することで、
番組表情報を取得できます。

■ 音声切り換え
音声多重放送番組を見ているとき、音声を切り換えま
す。
「音声切換」を繰り返し押して、聴きたい音声を選ぶ
押すたびに以下のように切り換わります。
音声1→音声2(→音声1)

■ 字幕切り換え
字幕のある番組を見ているとき、字幕の表示／非表示
を切り換えます。
「字幕切換」を繰り返し押して、見たい字幕を選ぶ
お知らせ
・ 字幕を表示中に一部の操作をすると、字幕表示は消えます。
通常画面にもどると、再び字幕を表示します。

■ 画面サイズを選ぶ
放送中の番組にあわせて画面サイズを選びます。
「画面モード」を繰り返し押して、画面サイズを選ぶ

  放送の
  種類

本機の
設定

ワイド放送 4:3放送

ワイド

そのままの縦横比で表示し
ます。

そのままの縦横比で表示します。
(左右に黒い帯がはいります。)

4:3
レターボックス

映像が横伸びします。 そのままの縦横比で表示します。
(上下に黒い帯がはいります。)

4:3
パンスキャン

映像が横伸びしたり、左右が
切れたりします。

 

映像が横へ引き伸ばさ
れます。

： 放送で送られてくる映像に足される黒い帯を表します。
　　     ： 本機の設定に従って足される黒い帯を表します。
お知らせ
・ 映像設定の画面サイズや放送の種類によっては、表のとお
りにならないことがあります。お好みにあわせて画面サイ
ズを切り換えてください。
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■ テレビ視聴中のクイックメニューの設定
[クイックメニュー ]については 38 ページをご覧く
ださい。
例
クイックメニュー
映像切換

メニュー
映像設定

①

②
③

 ①[映像切換]
 　  複数の映像のある番組をみているとき、映像を切り

換えることができます。
 　「決定」を繰り返し押して、映像を選びます。

 ②[メニュー ]
 　設定項目のメニューが表示されます。
 　 47 ページをご覧ください。

 ③[映像設定]
 　液晶画面の映像を調整できます。
 　 39 ページをご覧ください。

データの自動受信について
地上デジタル放送の番組表や番組情報のデータ、およ
び本機のソフトウェアのバージョンアップ（ 50 ペー
ジ）用データは、放送電波で送られてきます。これら
のデータは、本機の電源をリモコンで切って待機状態
(スタンバイ表示が赤点灯)に変えると、自動的に本
機が取得を始めます。取得中は、スタンバイ表示灯が
オレンジ色に変わります。作業が終わると、赤の点灯
に戻ります。スタンバイ表示灯がオレンジ色に点灯中
は、絶対に電源プラグを抜かないでください。故障の
原因になります。
長時間の使用のくり返しなどによって本機の待機状態
が極端に少ないと、データの取得が行なわれず、電子
番組表の表示が不完全になることがあります。また、
電波や放送局および本機の状態によって、データ取得
が完了しない場合もあります。このときは、リモコン
で電源を切って本機を待機状態にし、約1時間放置し
てみてください。
 ・ 本体の 「電源」ボタンを押して電源を切った状態
（スタンバイ表示灯が消灯している状態）では、自
動受信は行なわれません。

 ・ お買い上げ直後や電源を入れた直後などには、番
組内容の表示に時間がかかることがあります。

 ・ アップデート用プログラムを受信したときは、その
内部処理が終わってから番組データを受信します。

放送を見る（つづき）
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テレビに関する設定

テレビに関する機能の設定変更や、情報の確認をするため
のメニュー画面です。

1  番組視聴中に、「メニュー」を押す
 メニュー画面が表示されます。

2  設定の種類を方向ボタン（▲/

▲

）で選び、
「決定」を押す

 
3  項目を方向ボタン（▲/

▲
）で選び、「決定」

を押す

 

4  以下の表の説明を参照して、項目の内容を
方向ボタンなどで設定し、「決定」を押す

 他の項目を設定するときは、「戻る」を押して手順
2～4をくり返します。

 
5  「メニュー」を押す
 設定画面が消え、設定は終わりです。

設定の種類 設定項目 設定内容・手順
受信設定 アンテナ設定 アンテナの受信レベルを表示します。

チャンネル： 方向ボタン (▲/▼)で伝送チャンネルを選び、「決定」を押すと、
受信レベルを確認できます。（表示されている数値は目安です。）

ビープ音： 受信レベルによって音のパターンが変化します。
 オン／オフ

リモコンボタン割り当て リモコンの番号ボタンに割り当てる放送局を設定します。
1 方向ボタン (▲/▼)で変更したいボタンの番号を選び、「決定」を押す
2 方向ボタン (▲/▼)で割り当てる放送局を選び、「決定」を押す
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設定の種類 設定項目 設定内容・手順
受信設定 自動チャンネルスキャン 引越しをした場合や、放送局が新たに開局したり、中継局が新設されてチャン

ネルが増えたなどで放送チャンネルに変更があった場合はこの項目を選び、再
度チャンネルスキャンを行ないます。
1 方向ボタン ( ▲ / ▼ )で［はい］を選び、「決定」を押す

簡易テスト B-CASカードが正常に動作しているか確認します。
お知らせ 本機からのお知らせ 受信機のソフトウェアのアップデートなどに関するお知らせが表示されます。

お知らせが1件もない場合は、情報がないことを示すメッセージが表示されます。
放送局からのお知らせ デジタル放送に関わるお知らせがある場合、選んで「決定」を押すと、お知らせ

が表示されます。
機器設定 機器情報表示 本機のソフトウェアのバージョンとB-CASカードの情報を確認できます。(登

録番号を確認するための項目で、設定の変更はできません。)
視聴設定 方向ボタン (▲/▼)で項目を選び、「決定」を押して各項目を設定します。

字幕切換 字幕放送の場合、字幕を切り換えられます。(設定した言語が視聴している放
送にない場合は、その放送にしたがって表示されます。)
オフ（字幕を表示しません）／第一言語／第二言語

映像切換 マルチビュー放送の場合、映像が切り換えられます。
オフ（通常の放送）／映像1／映像2

文字スーパー 地上デジタル放送には文字スーパー表示機能があり、災害時の速報などに使用
されます。文字スーパーの表示/ 非表示を選ぶことができます。複数言語の文
字スーパーに対応した番組の場合には、本機で表示する言語を第一言語、第二
言語から選択することができます。(設定した言語が視聴している放送にない
場合は、その放送にしたがって表示されます。)
オフ（非表示）／第一言語／第二言語

テレビに関する設定（つづき）
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設定の種類 設定項目 設定内容・手順
機器設定 視聴設定 緊急放送自動切換 災害などの緊急時に緊急警報放送が放送されたとき、自動的に緊急警報放送に

切り換わるように設定できます。
地上デジタル放送受信時（テレビモード時）のみ、この機能が働きます。
オフ（切り換わりません）／オン（切り換わります）

設定初期化 これらの設定をお買い上げ時の状態にもどします。
［はい］を選び、「決定」を押すとテレビに関する設定がすべて初期化されます。
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ソフトウェアのバージョンアップについて
本機には、本機の機能を実現するためにソフトウェア
が搭載されています。東芝が本機のソフトウェアを書
き換えて更新することによって機能の改善などを行な
うことがあります。
本機では、放送局がデジタル放送の電波の中にソフト
ウェアを入れて送信し、それをダウンロードすること
によって、バージョンアップを行ないます。
ダウンロードには、特に操作は必要ありません。本機
が電波を検知して、自動的に行ないます。

自動ダウンロードは、本機の電源が「待機状態」(本体
のスタンバイ表示灯が赤で点灯)のときにだけ行なわれ
ます。
自動ダウンロードが始まると、スタンバイ表示灯がオ
レンジ色に変わります。作業が終わると、赤の点灯に
戻ります。

ご注意
ダウンロード中(スタンバイ表示灯がオレンジ色で点灯
中)は、本機の電源プラグを抜かないでください。
ダウンロード中に電源を抜くと、作業が中止され、本
機が正常に動作しなくなる場合があります。万一動作
しなくなったときは、「東芝DVDインフォメーション
センター」(裏表紙)にご連絡ください。
バージョンアップについてくわしくは、以下の当社
ホームページをご覧ください。
http://www3.toshiba.co.jp/hdd-dvd/support

テレビに関する設定（つづき）
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再生
ディスクを再生してみましょう。

● ディスクを入れる

● ディスクを再生する

● 再生の速さを変える

● 見たいシーンを探す

● 順不同に再生する（ランダム再生）

● くり返し再生する（リピート再生）

● 好きな順番で再生する（メモリー
再生）

● 拡大する（ズーム再生）

● アングル（場面の角度）を切り換え
る

● 字幕の言語を切り換える

● 音声を切り換える

● 音楽・画像ファイルを再生する

● 広がりのある音にする

● 操作状況や情報を表示させる 
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ディスクを入れる

再生できるディスクは、 20 ページでご確認ください。

ディスクをディスクスロットに入れる

ディスクスロットにディスクを入れるときは、レーベル面
（ディスクにレーベルがある場合）を前にしてください。
ディスクの表面に触れないように持ち、ディスクスロット
に向かってまっすぐ挿入します。
ディスクを軽く入れると自動的に引き込まれます。

■ ディスクを取り出す
「取出し」を押す

ディスクがディスクスロットから出てきます。

• ディスクを出し入れしているときに、ディスク
スロットに触れないこと
 けがや故障の原因になります。
• ひび割れ、変形、または接着剤などで補修した
ディスクは使用しないこと
• 本機で再生できないディスクやディスク以外のものを入
れないこと
• 再生中に本機を傾けたり、揺らしたり移動させたりしな
いでください。ディスクを傷めてしまいます。

禁　止

8cmディスクは入れない
でください。対応している
ディスク以外は入れないで
ください。故障の原因にな
ります。
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お知らせ
・ ディスクの表裏を間違えて挿入してしまうと、ディスクの
読み込みができません。誤って挿入してしまった場合は、
「取出し」を押してディスクを排出し、正しい向きで入れ直
してください。

・ [AV入力]モードのときは、ディスクの出し入れができませ
ん。[DVD/CD]モードに切り換えてから操作してください。
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2 再生を止めるには、「停止」を押す

続き再生機能（レジューム再生）について
再生を停止した位置を本機が記憶し、その続きから
再生できる機能です。
再生中に「停止」を押して再生を停止したあとに「再
生／一時停止」を押すと、停止した位置から再生が
はじまります。
•  続き再生の情報は、ディスク3枚分まで本機に記
憶することができます。4枚目のディスクを入れ
ると、一番古い記憶情報が消去されます。
•  続き再生をしないで、始めから再生したいときは、
「停止」を2回押すと、記憶情報が消去されます。

お知らせ
・ PBC付きビデオCDを、「PBC」を「オン」の設定で再生
しているとき（「機能設定」章を参照）にはこの機能は働き
ません。
・ ディスクによって、レジューム再生の始まる位置が変わ
ることがあります。

ディスクを再生する

■ 準備
・ 本機の電源を入れます。
・ リモコンの操作切換スイッチを「DVD」にします。
・ 「入力切換」を繰り返し押して、［DVD/CD］を選びます。
ご注意！
 移動中の車内などで本機を使用しないでください。振動な
どで、本来の再生ができなくなったり、ディスクが傷つく
おそれがあります。

1 ディスクスロットにディスクを入れる

再生が始まります。
再生が始まらないときは「再生／一時停止」を押します。
•  トップメニューが記録されたDVDビデオディスク
や、プレイバックコントロール（PBC)付きビデオ
CDを再生したときは、メニュー画面が表示されま
す。DVDビデオディスクのときは「トップメニュー
を使う」をご覧ください。
•  ディスクメニュー画面は、「トップメニュー」や、「メ
ニュー」を押して表示させる場合があります。（DVD
ビデオディスクによって異なります。）
•  音楽用CDのときは、メニューが表示されます。操
作方法は、「音楽・画像ファイルを再生する」をご覧
ください。

DVD-V  VCD  CD

本書では、機能ごとにお使いになれるディスクの種類を、以下のマークで
表わしています。
DVD-V  : DVDビデオディスク VCD  : ビデオCD CD  : 音楽用CD
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トップメニューを使う
DVD-V  VCD  CD

1 「トップメニュー」を押す
 ディスクのトップメニューが

画面に表示されます。

2 方向ボタン（▲/

▲

/ ▲ /

▲

）を押して、再生した
いタイトルを選ぶ

 タイトルに番号がついていれば、番号ボタンでも選
べます。

3 「決定」を押す
 選んだタイトルのチャプター1から再生が始まります。

お知らせ
・ この手順は基本的な操作手順です。ディスクによっては手
順が異なりますので、操作手順が画面に表示されている場
合は、その手順にしたがってください。

・ トップメニューが記録されていないディスクでは、トップ
メニューは表示されません。

・ ディスクの説明書によっては、トップメニューを表示する
ボタンを「TITLE（タイトル）」ボタンと呼んでいる場合があ
ります。

タイトル 4タイトル 3

タイトル 1 タイトル 2例

再生を一時停止する（静止画再生）
再生中に、「再生／一時停止」を押す

画像が静止し、音声が消えます。

もう一度「再生／一時停止」を押すと普通の再生に戻り
ます。

お願い
・ 再生が終わったあと、メニュー画面などが表示されるディ
スクがあります。テレビに接続してご覧の場合、メニュー
画面などの静止画面が長く続くと、画面に焼き付きが生じ
ることがあります。必ず「停止」を押して、再生を終了して
ください。
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ディスクを再生する（つづき）

■ 液晶画面について
・ カラー液晶ディスプレイは、非常に高精度な技術を
駆使して作られていますが、一部に常時点灯する画
素や点灯しない画素が存在することがあります。こ
れらの画素は、少量に抑えるよう管理していますが、
現在の最先端の技術でもなくすことは困難ですので、
ご了承ください。

・ 液晶画面は、見る角度によって微妙に明るさなどが
変わります。きれいに見える角度に調節してご覧く
ださい（なるべく画面に対して直角になる位置から見
ることをおすすめします）。

■ スクリーンセーバー（焼付き防止機能）について
 画面を焼付きから保護するための機能です（焼付き防止
を保証するものではありません）。

 ディスクが入っていない状態や停止状態が約20分程続
くと、スクリーンセーバーが自動的に働きます（「スク
リーン・セーバー」（「機能設定」章を参照）を「オン」に
設定しているとき）。スクリーンセーバーを解除すると
きは、本体またはリモコンのボタンのどれかを押して
ください。

■ オートパワーオフ機能
 スクリーンセーバーが約20分間続くと、電源が切れ、
待機状態になります。

 再度お使いのときは、リモコンの「電源」を押してくだ
さい。
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スローモーションで再生する
DVD-V  VCD  CD

再生中に、「スロー（  ／ ）」を押す

「スロー（ ）」ボタンを操作すると、戻し方向のス
ローモーションで再生します（DVDビデオディスク再
生時）。
押すたびに、速さが切り換わります。
スローモーション再生中は、音声は再生されません。
普通の再生に戻すには、「再生／一時停止」を押します。

お知らせ
・ 速さの表示はおおよそです。再生するディスクによっても
異なります。

早戻し／早送りする
DVD-V  VCD  CD

再生中に、「早戻し」「早送り」を押す

：早戻しの再生
：早送りの再生

押すたびに速さが切り換わります。
普通の再生に戻すには、「再生／一時停止」を押します。
•  本体の「スキップ」を長押しすると、早戻し／早送りの
再生になります。

お知らせ
・ DVDディスクでの早戻し、早送り再生中は、音声と字幕（副
映像）は再生されません。

・ 早送り、早戻しの速さはディスクによって異なります。
・ VRモードで記録されたディスクは、記録状態などによっ
て、早戻し／早送りができない場合があります。

再生の速さを変える
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2 方向ボタン（▲/

▲

）を押して、シーンを探
す方法を選ぶ
DVD-V  
•  [タイトル]、[チャプター ]:
タイトル番号、チャプター番号で探したいとき。

•  [タイム]:
ディスクの経過時間を指定して探したいとき。

VCD  CD  
•  [トラック]:
トラック番号で探したいとき。

•  [トラックタイム]:
トラック内の経過時間を指定して探したいとき。

•  [ディスクタイム]:
ディスク内の経過時間を指定して探したいとき。

3 番号ボタンを押して、番号を入力する
• 例： チャプター番号「25」を入力する

「2」→「5」または「+10」→「+10」→「5」

• 例： 1時間25分30秒の経過時間（タイム）を入力
する
「1」「2」「5」「3」「0」

見たいシーンを探す

前後のチャプター／トラックへスキップする

1 「スキップ」をくり返し押して、再生したい
チャプター／トラック番号を出す
選んだチャプター／トラックから再生が始まります。

： 一つ先のチャプター／トラックの先頭から再生
します。

： 現在のチャプター／トラックの先頭から再生し
ます。
連続して2度押しすると、一つ前のチャプター／
トラックの先頭から再生します。

番号を指定してシーンを探す

1 「Ｔ」を数回押して、画面に［サーチ］を表示
させる
押すたびに、表示が以下のように切り換わります。

サーチ

タイトル
チャプター
タイム

ーーー
ーーー

ーー：ーー：ーー

例 :

→ →

→

DVD-V  
ブックマーク1 －－：－－：－－
ブックマーク2 －－：－－：－－
ブックマーク3 －－：－－：－－

表示が
消える

DVD-V  VCD  CD
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2 方向ボタン（▲/

▲

）を押して、登録されてい
るブックマークを選び、「決定」を押す
選んだ箇所から再生が始まります。

■目印（ブックマーク）をつける
 3箇所まで登録できます。
1 目印をつけたい箇所で、「再生／一時停止」を押し
て、再生を一時停止させる

2 「T」を数回押して、画面に［ブックマーク］を表示
させる

3 方向ボタン（▲/

▲

）を押して、登録先を1、2、
3から選ぶ

 取り消すときは、「T」を押して表示を消します。
4 表示が[ーー :ーー :ーー ]でないときは、「クリア」
を押して、設定内容を取り消す

5 「決定」を押す
 一時停止した箇所が、ブックマークとして登録され
ます。

お知らせ
・ ディスクや場面によっては、ブックマークに登録できない
ことがあります。

・ ブックマークは電源を切ると消えます。

4 「決定」を押す

指定した箇所から再生が始まります。

お知らせ
・ 番号を設定前に戻す場合は、「クリア」を押してくださ
い。

・ タイトル番号の記録されていないディスクでは、タイ
トル番号を指定することはできません。

・ ディスクやシーンによっては、経過時間を使ってシー
ンを探すことができないことがあります。

目印をつけて好きなシーンを再生する（ブックマーク機能）
次の「目印（ブックマーク）をつける」を行なって、あら
かじめブックマークを登録してから操作してください。

1 再生中に、「T」を数回押して、画面に［ブッ
クマーク］を表示させる
押すたびに、表示が以下のように切り換わります。

サーチ

タイトル
チャプター
タイム

ーーー
ーーー

ーー：ーー：ーー

例 :

→ →

→

DVD-V  
ブックマーク1 －－：－－：－－
ブックマーク2 －－：－－：－－
ブックマーク3 －－：－－：－－

表示が
消える
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範囲を指定してくり返し再生する(A-Bリ
ピート再生)

1 ［クイックメニュー］を表示させて、くり返
し再生したい範囲の始点（A）で、［A-Bリ
ピート］を選び、「決定」を押す

2 くり返し再生したい範囲の終点（B）で、も
う一度「決定」を押す
自動的にA点に戻り、指定した範囲（AB間）のくり
返し再生が始まります。
クイックメニューが消えてしまったときは、「クイッ
ク」を押してもう一度[A-Bリピート]を選び、「決定」
を押してください。
普通の再生に戻すには、[クイックメニュー ]で[A-B
リピート]を選び、［リピートオフ］の表示が出るまで
くり返し「決定」を押します。

お知らせ
・「停止」を2回押すと、A-Bリピート再生を解除して再生を終
了します。

・ 現在のタイトルまたはトラックの中だけで、A-Bの設定がでます。
・ディスクによって、くり返し再生したときの始点（A）の位
置が変わることがあります。

・ A-Bリピート再生中は、「停止」と「A-Bリピート」以外の操
作はできない場合があります。

くり返し再生する（リピート再生）
DVD-V  VCD  CD

順不同に再生する（ランダム再生）

 

1  再生中に［クイックメニュー］で［ランダム］
を選び、「決定」を押す

 「決定」を押すたびに、［ランダム オフ］と［ランダム］
が切り換わります。

 何も操作しないと、画面の表示は数秒で消えます。
 ［ランダム］を表示させると、現在再生しているチャ

プターやトラックの再生が終わってから、ランダム
再生が始まります。

■ 普通の再生に戻すには
［クイックメニュー］で［ランダム］を選び、［ランダム 
オフ］が表示されるまで、くり返し「決定」を押す

お知らせ
・ ディスクによっては、ランダム再生できないものがありま
す。

・ 以下の場合は、ランダム再生は解除されます。
－電源を切ったとき
－ディスクを取り出したとき

・ 「停止」を2回押すと、ランダム再生を解除して再生を終了
します。

DVD-V  VCD  CD
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お知らせ
・ ディスクによっては、リピート再生できないものがありま
す。

・ 以下の場合は、リピート再生は解除されます。
－電源を切ったとき
－ディスクを取り出したとき

・ 「停止」を2回押すと、リピート再生を解除して再生を終了
します。

タイトル、チャプターまたはトラックをくり返す

1 再生中に［クイックメニュー］で［リピート］
を選び、「決定」を押す
「決定」を押すたびに、リピートモードが切り換わり
ます。
何も操作しないと、画面の表示は数秒で消えます。
現在再生しているチャプターやトラックの再生が終
わってから、リピート再生が始まります。

対応しているリピートモード
ディスク リピートモード くり返す対象

チャプターリピート 現在のチャプター

タイトルリピート 現在のタイトル

トラックリピート 現在のトラック

全リピート ディスク全体

リピートオフ 普通の再生に戻りま
す。

DVD-V

DVD-V

VCD

VCD

DVD-V
VCD CD

CD

CD
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3 方向ボタン（

▲

）を押して、［プログラム再
生］を選び、「決定」を押す
設定した順にメモリー再生が始まります。

■ 設定内容を取り消すには
•  画面上で［クリア］を選び、「決定」を押すと、新しく
設定したメモリーから取り消されます。

•  画面上で［オールクリア］を選び、「決定」を押すと、
設定したすべてのメモリー内容が取り消されます。

■メモリー再生を中止するには
「停止」を2回押す

（メモリー内容は消去されます。）

お知らせ
・ ディスクによっては、メモリー再生できないものがありま
す。

・ 以下の場合は、メモリー再生は解除されます。
－ディスクメニューを表示させたとき
－電源を切ったとき
－ディスクを取り出したとき

・ メモリー再生中に、メモリー再生の設定画面を表示させる
と、メモリー再生が停止します。

1 停止中に［クイックメニュー］で［メモリー］
を選び、「決定」を押す
設定画面が表示されます。

例 : DVD-V  

タイトル1
1

プログラム

プログラム再生 クリア オールクリア

3
5
7
9
11
13
15

2
4
6
8
10
12
14
16

タイトル2

タイトル3

タイトル4

タイトル5

タイトル6

ビデオCDは、トラック番
号の入力になります。

2 再生したい順番にタイトルとチャプター／
トラックを設定する
1） 設定するタイトル番号を方向ボタン（▲/

▲

）で選
び、「決定」を押す

2） 設定するチャプター番号を方向ボタン（▲/

▲

）で
選び、「決定」を押す
画面右側に設定したメモリー内容が表示されます。

3） 他のメモリーを設定する場合、［．．］を選び、「決定」
を押すとタイトル番号の選択画面に戻ります。
1）～2）をくり返してメモリーの設定をしてくだ
さい。

・ ディスクによっては、チャプターやトラック番号が存
在しないものもあります。そのときは、入力は受けつ
けられません。

好きな順番で再生する（メモリー再生）
DVD-V  VCD  CD

03_SD-P12DTK_p51-70.indd   6203_SD-P12DTK_p51-70.indd   62 2009/12/11   13:10:082009/12/11   13:10:08



63

再
生

■ 普通の再生に戻すには
再生中に画面に［オフ］が表示されるまで、「ズーム」を
くり返し押す

お知らせ
・ ディスクによっては、ズーム再生できないものがあります。
・ 場面によっては、ボタン操作が正しく働かないことがあり
ます。

・ 字幕やメニューの選択表示（マーク）などの副映像部分や画
面表示部分は拡大されません。

・ 本機の電源を切ったときは、ズーム再生は解除されます。

拡大する（ズーム再生）

1 再生中に、「ズーム」を押す

ズームアイコンが表示され
ます。
スロー再生中、一時停止中、
早送り中、早戻し中でも操
作できます。

x2

2 ズームの倍率と位置を選ぶ

• 倍率：「ズーム」をくり返し押す
［  X2］（2倍表示）
［  X3］（3倍表示） 
［  X4］（4倍表示）
［オフ］（ズーム再生終了）

の4通りで切り換わります。

• 位置：方向ボタン（▲/

▲

/ ▲ /
▲

）を押す

DVD-V  VCD  CD

例
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字幕の言語を切り換える

1  再生中に、「字幕切換」を押す
 現在の字幕設定が表示されます。

2  字幕設定の表示中に、「字幕切換」を押す
 押すたびに、表示される字幕言語が切り換わります。

お知らせ
・ 字幕が記録されていないディスクもあります。
・ ディスクに記録されていない字幕言語を選んだときは、
ディスクで決められている言語で再生します。

・ 再生している場面によっては、字幕言語を切り換えても、
すぐには切り換えた言語の字幕が表示されないことがあり
ます。

■ 字幕の表示と非表示を切り換えるには
再生中に、画面に［オフ］が表示されるまで、「字幕切換」
をくり返し押す

お知らせ
・ ディスクによっては、字幕が自動的に表示されるように設
定されているものがあります。また、字幕機能をオフに設
定しても、非表示にできない場合があります。

・ディスクによっては、字幕の言語や表示、非表示の切換えを
ディスクメニューを使って選ぶ場合があります。

DVD-V  VCD  CD

アングル（場面の角度）を切り換える

1  マルチアングルで記録されている部分の再
生中に、［クイックメニュー］で［アングル］
を選び、「決定」を押す

 画面にアングルアイコン［  ］が表示されます。

 例

アングルアイコン
アングルの総数
現在のアングル

タイトルごとに表示されます。マルチアングル記録
部分が含まれていないディスクでは表示しません。
マルチアングルで記録されていないディスクやシー
ンではアングルの切換えはできません。

2  「決定」をくり返し押して、アングルを選ぶ
 「決定」を押すたびに、アングルが切り換わります。

お知らせ
・ アングルを選んでから、実際に画像のアングルが切り換わ
るまでには、少し時間がかかります。

・ アングルを選んだ直後に一時停止させたときは、画像のア
ングルが切り換わらないことがあります。

DVD-V  VCD  CD
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■ ビデオCDの音声チャンネルを切り換えるには
再生中に、「音声切換」を押して、音声チャンネルを選
ぶ

お知らせ
・ ディスクによっては、音声の切換えをディスクメニューを
使って行なう場合があります。このときは、「メニュー」を
押してディスクメニューを表示させてから音声を選んでく
ださい。

・ ディスクに記録されていない音声を選んだときは、ディス
クで決められている音声を再生します。

おはよう
ございます！ Bonjour!Good

morning!

音声を切り換える

1 再生中に、「音声切換」を押す

現在の音声設定が表示されます。

1/3 D 3/2.1 Ch Jap

音声方式 音声言語

例

2 音声設定の表示中に、「音声切換」を押す

押すたびに、ディスクに記録されている音声が切り
換わります。

・ 複数の音声が記録されていないディスクもあります。
そのときは、音声の切換えはできません。

DVD-V  VCD  CD
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お知らせ
・ 対応または動作確認済みのメディアやファイルでも、状態や状況によっては動作しない場合があります。

音楽・画像ファイルを再生する

音楽用CD、音声ファイル(MP3/WMA)、画像ファイル(JPEG)の再生ができます。

■MP3/WMAファイルの再生対応条件

対応メディア CD-ROM、CD-R、CD-RW、DVD-R、
DVD-RW、SDメモリカード

サンプリング周波数 32 kHz、44.1 kHz、48 kHz
ビットレート WMA : 48 kbps ～ 192 kbps (CBR)

MP3 : 32kbps ～ 320 kbps (CBR)
フォーマット MODE 1
ファイルシステム ISO9660レベル、UDF without interleave
ファイル名 8文字以下で、拡張子「mp3」または「wma」が

付け加えられていること。

（例　 「○○○○○○○○.mp3」、
「○○○○○○○○.wma」）

“?!><+*}{`[@]:; ￥/.,”など、特殊な文字が使われ
ていないこと。英数字のみで構成されていること。

ファイルの総数 650以下
WMAコーデック方式版 V2、V7、V8、V9（ステレオサウンドのみ）

■JPEGファイルの再生対応条件

対応メディア CD-ROM、CD-R、CD-RW、DVD-R、
DVD-RW、SDメモリカード

ファイルシステム ISO9660、UDF without interleave
ファイル名 8文字以下で、拡張子「JPG」が付け加えられて

いること。（例「○○○○○○○○.jpg」）

“?!><+*}{`[@]:; ￥/.,”など、特殊な文字が使われ
ていないこと。英数字のみで構成されていること。

ファイルの総数 650以下
ファイルサイズ 10Mバイト以下
フォーマット BASELINE、PROGRESSIVE
解像度 Baseline JPEG : 最大5760×4320

Progressive JPEG : 最大5760×4320
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1 再生したいメディアを入れる

メニューが表示されます。

フィルター

音楽再生

リピート
タイプ

：オフ
：ノーマル

Track01

Track02

Track03

Track04

Track05

Track06

Track07

Track08

/Track01.CDA1/8

例

2 再生したいトラック／ファイルを方向ボタ
ン（▲/

▲

）で選び、「決定」を押す
再生が始まります。
JPEGファイルの場合は、1画像ずつ順に再生（スラ
イドショー）します。

3 再生を止めるには「停止」を押す

■ 再生するファイルの種類を選択する
１枚のディスクに種類の異なるファイルが混在してい
るとき、指定した種類のファイルだけを再生できます。

1 方向ボタンで［フィルター］を選び、「決定」を押
す
以下の画面が表示されます。

音声
写真

例 MP3／WMAファイルを指定
JPEGファイルを指定

2 再生するファイルの種類を方向ボタンで選び、
「決定」を押す
選ばれたファイルの種類にはチェックマーク［  ］
が入ります。

お知らせ
・ 市販の音楽用CDのときは、ファイルの種類の指定はできま
せん。

メモリーカードを取り出すには
カードの中央を押し、ゆっくりとまっすぐ引き出します。

お知らせ
・ メモリーカードの読み出し中はメモリーカードを取り出さ
ないでください。記録されているデータが破壊されるおそ
れがあります。

メモリーカードを再生するとき
1「入力切換」を繰り返し押し
て、［カード］を表示させる

2 再生するメモリーカードを
カードスロットに入れる
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■ リピート再生をする
再生中に方向ボタンで画面の［リピート］を選び、「決
定」を押す

「決定」を押すたびに、リピートモードが切り換わり
ます。
オフ：
↓
トラック：
↓
フォルダ：
（全リピート *：

普通の再生に戻ります。

現在のトラックをくり返し再生します。

現在のフォルダをくり返し再生します。
ディスク全体をくり返し再生します。）
*音楽用CDの場合

■ ランダム／イントロ再生をする
再生中に方向ボタンで［タイプ］を選び、「決定」を押す

「決定」を押すたびに、タイプが切り換わります。
ノーマル：
↓

ランダム：
↓

イントロ *：

普通の再生に戻ります。

順不同に再生します。

前奏（最初の数秒間）のみを順に再生し
ます。
*音楽用CDおよびMP3/WMAファイル再生時
　のみ

お知らせ
・ メディアによっては再生できないものがあります。
・ スキップなど、一部リモコンで操作できる機能もあります。

音声ファイルの再生についてのお知らせ
・ 著作権保護されているWMAトラックは、再生できません。

■ 画像を回転させる（JPEGファイル）
方向ボタン（ ▲

/

▼）を押すたびに、画像が回転しま
す。

お知らせ
・ 方向ボタンを押してから画像が回転するまで、多少時間が
かかります。

音楽・画像ファイルを再生する（つづき）
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■ 好きな順番で再生する（プログラム再生）
再生したいトラック／ファイルを選んで、好きな順番
で再生できます。
1 方向ボタンで、機能の一覧から［編集モード］を選
び、「決定」を押す

2 方向ボタン（ ▲）でトラック／ファイル一覧へ
カーソルを移動させる

3 方向ボタン（▲/

▲

）でプログラム再生したいト
ラック／ファイルを選び、「決定」を押す
選んだトラック／ファイルにチェックマーク［  ］
がつきます。
再生したい順に、チェックマークをつけていきます。

4 方向ボタンで、機能の一覧から［プログラム入力］
を選び、「決定」を押す
チェックマークが消え、選んだトラック／ファイル
が本体に記憶されます。

5 方向ボタンで［プログラム表示］を選び、「決定」
を押す
プログラムの一覧が表示されます。

6「再生／一時停止」を押す
一覧の順に再生が始まります。

・ トラック／ファイル一覧の表示に戻るには
機能の一覧から［ファイル表示］を選び、「決定」を押す

・ プログラムしたトラック／ファイルを取り消すには
1）［編集モード］を選んだ状態で、「停止」を2回押

して、再生を停止させる

2）方向ボタン（ ▲）で、プログラムの一覧へカーソ
ルを移動させる

3）取り消したいトラック／ファイルを選び、「決定」
を押す
選んだトラック／ファイルにチェックマーク［  ］
がつきます。

4）方向ボタンで、機能の一覧から［クリア］を選び、
「決定」を押す
選んだトラック／ファイルが、プログラムの一覧か
ら消えます。

お知らせ
・ メディアによっては機能しないものがあります。
・ 本機の電源を切ると、プログラム再生は解除されます。

03_SD-P12DTK_p51-70.indd   6903_SD-P12DTK_p51-70.indd   69 2009/12/11   9:53:522009/12/11   9:53:52



70

再
生

操作状況や情報を表示させる

1 再生中に、「表示」を押す

現在の操作状況や情報が表示されます。

例：DVDビデオディスク
　

DVDビデオ 00:22:59   01:56:59
タイトル
音声
字幕
アングル

チャプター 6/51

ビットレート 4.900Mbps

1/13
2/3 D 3/2.1Ch Jap
1/4 Jap
2/2

字幕言語の
設定状態

現在の
ビットレート

現在のタイトル番号
現在のチャプター
またはトラック番号

音声の設定状態カメラ
アングル

現在のタイトル
の経過時間

現在のタイトル
の残り時間

画面表示を消すにはもう一度「表示」を押します。

DVD-V  VCD  CD

広がりのある音にする

1 ［クイックメニュー］で［音場効果］を選び、
「決定」を押す
現在の設定が表示されます。

2 「決定」をくり返し押す

• ［3D オフ］ 
通常の音声です。

• ［3D オン］ 
本機のスピーカー、ヘッドホーン、2本のスピー
カーに外部出力した場合でも、広がりと奥行き感の
ある音場効果が得られます。

お知らせ
・ 実際の音場効果は、音響設備やディスクによって異なりま
す。

DVD-V  VCD  CD
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機能設定
お使いの条件やお好みに合わせて設定を変えられます。

● 初期設定の変更と機能の設定
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初期設定の変更と機能の設定
DVD-V  VCD  CD

本機では、さまざまな機能があらかじめ初期設定されてい
ます。お使いの条件やお好みに合わせて設定を変えられま
す。

テレビモード時の設定は 47 ページ～をご覧ください。

1  停止中に、［クイックメニュー］（ 38 ページ）
から［セットアップ］を選び、「決定」を押す

 機能設定画面が表示されます。

2  設定項目（下表）のアイコンを、方向ボタン
（▲/

▲

）で選び、方向ボタン（

▲

）を押す
 
3  設定項目を、方向ボタン（▲/

▲

）で選び、
「決定」を押す

 

4  74 ページ以降の説明を参照して、項目の
内容を、方向ボタン（▲/

▲

）などで設定し、
「決定」を押す

 他の項目を設定するときは、方向ボタン（ ▲）を押し
てから、手順2～4をくり返します。

 
5  ［クイックメニュー］から［セットアップ］を
選び、「決定」を押す

 設定画面が消え、設定は終わりです。

アイコン 設定項目 対応ディスク 設定内容
言語設定 画面表示言語 DVD-V  VCD  CD 画面表示に使う言語を選びます。

字幕言語 DVD-V  VCD  CD 各国語で記録されている字幕のうち、どの言語を優先
して表示するかを設定します。

音声言語 DVD-V  VCD  CD 各国語で記録されている音声のうち、どの言語を優先
して再生するかを設定します。

ディスクメニュー言語 DVD-V  VCD  CD 各国語で記録されているディスクメニューを、どの言
語を優先して表示するかを設定します。
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映像

  

TV画面形状 DVD-V  VCD  CD 本機の映像をテレビに接続してご覧になるとき、出力信
号の画面形状を、テレビの形状に合わせて設定します。

映像モード DVD-V  VCD  CD 表示される映像のサイズをお好みで設定します。

音声 E.A.M. DVD-V  VCD  CD 音場効果を選びます。 （E.A.M. = Enhanced Audio 
Mode）

D.R.C. DVD-V  VCD  CD 夜間など、音量を下げて再生するときに、小さい音ま
でよく聞こえるようにする機能を設定します。（D.R.C. 
= Dynamic Range Control）

レベル設定 パレンタルロック DVD-V  VCD  CD パレンタルロック機能の内容を設定します。

PBC DVD-V  VCD  CD ビデオCD（PBC付き）のメニュー画面で再生をするか
どうかを設定します。

スクリーン・セーバー DVD-V  VCD  CD スクリーン・セーバー（焼付き防止機能）を働かせる
かどうかを設定します。

出荷時設定 出荷時設定
̶

これらの設定を工場出荷時の状態に戻します。
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■ 言語設定

画面表示言語　 DVD-V  VCD  CD

日本語： 
日本語で画面表示します。
English：
英語で画面表示します。

字幕言語　 DVD-V  VCD  CD

日本語：
日本語で字幕を表示します。
英語：　
英語で字幕を表示します。
オフ：
字幕を表示しません。

お知らせ
・ ディスクによっては、ディスクで決められている言語で字
幕が表示されることがあります。

・ ディスクによっては、字幕の言語はディスクメニューを
使って選ぶようになっている場合があります。このときは、
「メニュー」を押してディスクメニューを表示させてから字
幕の言語を選んでください。

音声言語　 DVD-V  VCD  CD

日本語：
日本語で音声を再生します。

英語：
英語で音声を再生します。

お知らせ
・ ディスクによっては、ディスクで決められている音声にな
ります。

ディスクメニュー言語　 DVD-V  VCD  CD

日本語：
日本語でディスクメニューを表示します。

英語：
英語でディスクメニューを表示します。

お知らせ
・ ディスクによっては、設定した言語のディスクメニューが
記録されていないことがあります。この場合、ディスクメ
ニューはディスクで初期設定されている言語で表示されま
す。

初期設定の変更と機能の設定（つづき）
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■ 映像

TV画面形状　 DVD-V  VCD  CD

4:3： 
従来の4:3テレビを本機に接続しているとき。

16:9： 
16:9ワイドテレビを本機に接続しているとき。

お知らせ
• DVDビデオディスクには、再生できる画面形状があらかじ
め設定されています。ディスクによっては、この設定の画
面形状どおりに再生されないことがあります。

• 4:3の画面形状だけで記録されたDVDビデオディスクは、
この設定にかかわらず4:3の画面形状で再生されます。

• 4:3のテレビを本機に接続した状態で「16:9」を選ぶと、ワ
イド映像が上下に伸びて表示されます。お使いのテレビに
合わせて設定してください。

映像モード　 DVD-V  VCD  CD

フルサイズ： 
画像はカットされず、上下左右を伸ばしてフル画面で表示
します。

オリジナル：
ディスクに記録されているもとの画像サイズで表示しま
す。

自動： 
自動的に縦横比を合わせて表示します。上下左右に黒い帯
がでます。

ワイド：
画像の上下または左右をカットして、フル画面で表示しま
す。

お知らせ
• この設定の内容は、ディスクの記録の状態や接続している
テレビによっても異なる場合がありますので、お好みに合
わせて設定してください。
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■ 音声

E.A.M. (Enhanced Audio Mode)　 DVD-V  VCD  CD

ノーマル： 
普通の音声です。
3D： 
本機のスピーカー、接続したヘッドホーン、2本のスピー
カーに外部出力した場合でも、広がりと奥行き感のある音
場効果になります。

お知らせ
・ リモコンの「音場効果」を押しても、同じ設定ができます。

D.R.C. (Dynamic Range Control)　 DVD-V  VCD  CD

オン：
ダイナミックレンジ機能が働きます。
本機のスピーカー、接続したヘッドホーン、2本のスピー
カーに外部出力した場合でもダイナミックレンジ機能が働
きます。
オフ：
ダイナミックレンジ機能が働きません。

お知らせ
・ ドルビーデジタルで記録されたディスクのときだけ、この
機能が働きます。

・ この機能の効果レベルは、ディスクによって変わることが
あります。

■ レベル設定

パレンタルロック　 DVD-V  VCD  CD

パレンタルロックに対応したDVDビデオディスクには、
あらかじめ規制レベルが設定されています。規制レベルの
内容および規制方法はディスクによって異なります。たと
えばディスク全体が再生できない場合のほか、過激な暴力
シーンをカットしたり、別のシーンに自動的に差し換えて
再生されます。ディスクによっては、パレンタルロック
に対応しているかどうかの区別がつきにくいものがありま
す。必ず、設定したパレンタルロックの機能が働くことを
確認してください。

■パスワードを設定する
はじめに、パレンタルロックの設定に使用する暗証番号を
設定します。また、以下の手順で暗証番号を変更できます。

1 方向ボタンで［パスワード］を選び、「決定」を押す

初期設定の変更と機能の設定（つづき）
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2 番号ボタンを押して５桁の暗証番号（はじめてお
使いになるときは「99999」）を入力し、「決定」
を押す

3 ［パスワード］を選んだまま「決定」を押す
 新しい暗証番号の入力画面が表示されます。

4 番号ボタンで新しい5桁の暗証番号を入力し、「決
定」を押す

 新しい暗証番号が設定されます。
お知らせ
・ 設定した暗証番号を忘れてしまった場合、手順2で「99999」
を入力すると、暗証番号を解除することができます。

■パレンタルロックの規制レベルを設定する
1 方向ボタンで［パレンタルロック］を選び、「決定」
を押す
パスワード画面が表示されます。

2 番号ボタンを押して、設定した5桁の暗証番号を
入力し、「決定」を押す

レベルを設定できる状態になります。

3［パレンタルロック］を選んだまま「決定」を押す

4 方向ボタン（▲/

▲

）でパレンタルロックの規制レ
ベルを選び、「決定」を押す

パレンタルロックの規制レベルが設定されます。
選んだ規制レベルより上のレベルのディスクは、パ
レンタルロックの設定レベルを再生できるレベルに
変更しないと再生できなくなります。たとえば、レ
ベル7を設定すると、レベル8以上は、ロックされ
再生できなくなります。
アメリカの規制レベルは、次のように対応しています。

レベル 規制

8：Adult
成人向け。（すべてのソフトが再生できま
す。）

7：NC-17 17歳以下の視聴は禁止。
6：R 17歳未満の視聴は保護者の同伴が必要。
5：PG-R 17歳未満の視聴は保護者の同意が必要。
4：PG-13 13歳未満の視聴は保護者の同意が必要。
3：PG 児童の視聴は保護者の同意が必要。
2：G 一般向け。視聴に制限なし。
1：Kid Safe 子供向けソフトのみ再生可能。

レベルは、将来のために用意されたものです。適切
な設定レベルは、実際にパレンタルロックに対応し
たDVDビデオディスクをお買い上げになられたと
きに、お客様ご自身で動作させてご確認ください。
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■パレンタルロックの規制レベルを変えるには
｢パレンタルロックの規制レベルを設定する｣の手順を
行ない、規制レベルを変更してください。

PBC　 DVD-V  VCD  CD

オン：
ビデオCD（PBC付き）のメニュー画面を使って再生するとき。

オフ：
ビデオCD（PBC付き）のメニュー画面を使わず、普通の
再生をするとき。

スクリーン・セーバー　 DVD-V  VCD  CD

オン：
スクリーン・セーバーが働きます。

オフ：
スクリーン・セーバーは働きません。

■ 出荷時設定

出荷時設定
いいえ：
現在の設定のままで選択を終了します。

はい： 
設定を出荷時の状態に戻します。

お知らせ
・ [テレビ]モードの設定には影響しません。[テレビ]モード
の設定を出荷時の状態に戻すには、 49 ページをご覧くだ
さい。

初期設定の変更と機能の設定（つづき）
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接続
他の機器をつなぐことで、映像や音声がさらに楽しめます。

● 他のテレビの画面で見る

● 他の機器の映像を本機の液晶画面で見る

● アナログ音声入力端子つきオーディオ機器とつなぐ
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他のテレビの画面で見る

本機を他のテレビにつないで、本機の再生画像をテレ
ビの画面で見られます。（テレビモード時の映像は出力
されません。）

1 テレビを本機のAV出力端子につなぐ

映像入力音声入力

左右

お知らせ
・ 接続するテレビの取扱説明書もよくお読みください。
・ 接続するときは、必ず本体およびテレビの電源を切り、電
源プラグをコンセントから抜いてください。

・ 本機とテレビは、直接接続してください。たとえば、本機
からの映像をビデオデッキ、ビデオ内蔵テレビ、セレク
ターなどを通してご覧になると、コピー防止の働きによっ
て正常な画像にならないことがあります。

・ ハイビジョン対応テレビにつないでもハイビジョン画質で
は見ることができません。

AV出力端子
へつなぐと本
機の液晶には
画像は出なく
なります。

映像･音声接続
コード（付属品）

白
（左音声）

赤
（右音声）

黄
（映像）

映像入力端子へアナログ
音声入力
端子へ

テレビ
信号の流れ

04_SD-P12DTK_p71-90.indd   8004_SD-P12DTK_p71-90.indd   80 2009/12/24   15:29:562009/12/24   15:29:56



81

接
続

他の機器の映像を本機の液晶画面で見る

ビデオデッキ、ビデオレコーダーなどの映像を、本機
の液晶画面で見ることができます。

1  映像機器を、本機のAV入力端子につなぐ

2  「入力切換」をくり返し押して、本機の液晶
画面に［AV入力］を表示させる
つないだ機器の映像を液晶画面で表示する状態（外部
入力モード）になります。

お知らせ
・ AV入力モードでは、映像の画面形状が変わることがありま
す。

・ 接続したビデオデッキやゲーム機などから規格外の信号が
入力されると、正しい映像にならないことがあります。例
えば、画面の標的を撃つシューティングゲームは、液晶画
面の色表示の特性上、使用できない場合があります。

・ 外部機器から入力している間（［AV入力］の表示中）は、ス
クリーンセーバー機能とオートパワーオフ機能は働きませ
ん。

・ 外部機器からの映像は、本機では標準画質（SD）での表示と
なります。

映像・音声接続コード
（付属品）

アナログ音声出力へ

AV出力端子へ

ビデオデッキなど

黄（映像）

白（左音声）

赤（右音声）

信号の流れ

AV入力端子へ
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アナログ音声入力端子つきオーディオ機器とつなぐ

お手持ちのアナログ音声端子つきオーディオ機器と接続で
きます。

1 オーディオ機器を、本機のAV出力端子に
つなぐ

AUDIO IN
R

L

お願い
・ 他の機器を接続するときは、必ず本機および接続する機器
の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて行なっ
てください。

・ 本機の電源プラグやACアダプターを抜き差しするときは、
必ずステレオアンプの電源スイッチを切っておいてくださ
い。電源を入れたままにしておくと、スピーカーを傷める
おそれがあります。

・ 本機からの音声出力は、広いダイナミックレンジがありま
す。突然の大音量によりスピーカーを破損することのない
ように、音量を確認しながら調節してください。

お知らせ
・ 接続する機器の取扱説明書もよくお読みください。
・ チューナーやラジオの近くに本機を置くと、AM放送に雑音
がはいることがあります。このような場合は、チューナー
やラジオとの距離を離してください。

AV出力端子へ

信号の流れ

映像・音声接続コード(付属品)

アナログ音声入力端子へ

黄(映像)
つなぐ必要はありません。

オーディオ機器赤(右音声)

白(左音声)
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その他
お使いになるうえで役立つ情報です。

● 故障かな…？と思ったときは

● 仕様
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故障かな…？と思ったときは

アフターサービスをご依頼になる前に、次の点をお調べください。

症状 原因 処置
電
源
・
バ
ッ
テ
リ
ー

電源がはいらない。 •  ACアダプターまたは電源プラグが抜
けている。

•  ACアダプターまたは電源プラグをしっかりと差し込む。

•  バッテリーパックがはずれている。 •  バッテリーパックを取り付ける。
•  バッテリーパックが充電されていない。 •  バッテリーパックを充電する。

液晶画面が自動的に消え
た。

•  オートパワーオフ機能が働いた。 •  電源を入れ直す。

バッテリーが充電できな
い。

•  バッテリーの状態が満充電に近い。 •  バッテリーの残量を減らしてから充電する。

テ
レ
ビ

放送が受信できない。 •  B-CASカードが正しく挿入されてい
ない。

•  B-CASカードを正しい向きに入れる。

•  アンテナが正しく接続されていない。 •  アンテナを正しく接続する。
•  チャンネルをスキャンしていない。 •  チャンネルスキャンをする。
•  お住まいの地域が地上デジタル放送の
受信可能エリアではない。

•  地上デジタル放送が行われているかを最寄りの放送局にお問い合わ
せ下さい。
以下のホームページのリンク先で確認することもできます。
http://www.toshiba.co.jp/product/tv/naruhodo/

•  共聴システムを使用していて、共聴
システムが地上デジタル放送(パスス
ルー方式)になっていない。

•  CATVの場合はご契約のCATV会社に、その他の場合は共聴システ
ムの管理者にお問い合わせください。(CATVがパススルー方式でな
い場合はCATV用チューナが必要な場合があります。)

引越しをしたら、放送が
受信できなくなった。

•  引越し後、チャンネルをスキャンして
いない。

•  チャンネルスキャンをする。

一部の放送が受信できな
い。

•  地上デジタル放送が行われていない。 •  地上デジタル放送が行われているかを最寄りの放送局にお問い合わ
せ下さい。

受信できなくなった放送
局が番組表などから消え
ない。

̶
• チャンネルスキャンをする。
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症状 原因 処置
テ
レ
ビ

番組表が表示されない／
ところどころ抜けている。

•  番組表情報が取得できていない。 •  番組表メニューから[番組表情報取得]を行なう。
•  リモコンで電源を切って待機状態にして約1時間放置してください。
（待機状態になったと同時に、番組表情報の取得を開始します。）ただ
し、電波や、放送局および本機の状態によっては、情報取得が完了
しない場合もあります。このときは、時間帯を変えて再度試してみ
てください。

映像が乱れる・止まる。 •  アンテナの向きがずれている、アンテ
ナ線がはずれたり、切れたりしている。

• アンテナの向き、アンテナ線の接続に問題がないか確認する。

画面にはん点が出る。 •  自動車、オートバイ、電車、高圧線、ネ
オンサイン、クリーナー、ヘアードライ
ヤーなどからの妨害が考えられます。

•  アンテナ線の位置を原因妨害源（道路など）から離れた位置に移動する。

画面に縞模様がでる。 •  近くのテレビやパソコン、テレビゲー
ム、ビデオ、オーディオ機器、DVD機
器、携帯電話などや無線局などからの
電波の混信が考えられます。

•  アンテナ線は他の機器の電源コードや接続ケーブルからできるだけ離す。

音声が出ない。 •  ボリュームが小さすぎる。 •  音量ボタンで調節する。
電源を入れたときやチャン
ネルを切り換えたときに、
すぐに映像が表示されない。

•  受信した信号を画面に表示するための
処理を行なっており、チャンネルの切
り換えに数秒かかります。

̶

再
生

ディスク再生中、画像や
音声が乱れることがある。

•  ディスクがよごれている。 •  ディスクを取り出し、きれいにする。
•  早送り、早戻しをした。 •  画像が多少乱れることがありますが、故障ではありません。
•  再生中に衝撃を与えた、または移動し
た。

•  画像や音声が乱れることがありますが、故障ではありません。正常な画像や
音声に戻らないときは、一度停止させたあと、もう一度再生してください。

再生が始まらない。 •  ディスクがはいっていない。 •  ディスクを入れる。
•  本機で再生できないディスクがはいっ
ている。

•  再生できるディスクの種類、テレビ方式やリージョン番号を確認す
る。

•  ディスクを正しく入れていない。 •  ディスクを正しく入れる。
•  ディスクがよごれている。 •  ディスクをきれいにする。
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症状 原因 処置
再
生

再生が始まらない。 •  パレンタルロックが設定されている。 •  パレンタルロックの規制レベルを変更する。
•  本機の入力の切換を[AV入力]に設定
している。

•  入力切換ボタンを押して、本機の液晶画面に画像が出るようにする。

ディスクで決められたと
おりの再生ができない。

•  リピート再生、ランダム再生、メモ
リー再生などをしている。

•  これらの再生のあいだは、ディスクで決められたとおりの再生がで
きないことがあります。

他
の
機
器
と
の
接
続

画像が出ない。 •  AV出力端子にコードがつながってい
る。

• 本機の液晶画面で見るときは、AV出力端子からコードを抜く。

画像が出ない。（本機の液
晶画面以外で）

•  接続しているテレビの入力切換が正し
くない。

•  テレビの入力切換を、本機からの画像が映るように切り換える。

音声が出ない。 •  音声接続コードでつないでいる機器の
入力切換が正しくない。

•  音声接続コードをつないでいる機器の入力切換を、本機からの音声
が入力されるように切り換える。

•  音声接続コードでつないでいる機器の
電源がはいっていない。

•  音声接続コードでつないでいる機器の電源を入れる。

接続しているテレビの画
像が明るくなったり暗く
なったり、ノイズが出た
りする。（本機の液晶画面
以外で）

•  コピー防止機能が働いている。例え
ば、本機からの映像をビデオデッキ、
ビデオ内蔵テレビ、セレクター、AV
アンプなどを通してテレビでご覧にな
ると、コピー防止の機能によって正常
な映像にならないことがあります。

•  本機とテレビを直接接続する。

リ
モ
コ
ン

操作ボタンを押しても動
作しない。

•  静電気やノイズなどの影響で本機が動
作しなくなっている。

•  電源スイッチで電源を入り切りしてみる。または、電源プラグを抜
き、もう一度差し込む。

リモコンが動かない。 •  リモコンが受光部に向いていない。 •  リモコンの送信部を本機の受光部に向けて操作する。
•  リモコンと受光部の間が遠すぎる。 •  約3m以内のところで操作する。
•  リモコンの電池が消耗している。 •  電池を交換する。

•  本体のリモコン受光部に直射日光など
強い光が当たっている。

•  本体を直射日光などを避けるような場所に置く。

•  操作切換スイッチがオフになってい
る。または操作切換スイッチが目的の
操作に合っていない。

•  スイッチをテレビまたはDVDに切り換える。

故障かな…？と思ったときは（つづき）
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仕様

■ 本体部
電源
 入力端子DC12V 
 AC100V 50/60Hz （付属のACアダプター使用時）
消費電力
 電源「入」時 21 W　 電源「待機」時 0.9 W
 機能動作時※1 6.8 W　 電源「切」時 0.5 W
質量
 2.8 kg（バッテリーパック含む）
外形寸法
 幅342×高さ326×奥行73mm
信号方式
 日米標準NTSCカラーテレビジョン方式
使用レーザー
 半導体レーザー　波長650nm/795nm
使用条件
 温度：5℃～35℃
受信チャンネル
 地上デジタル放送 VHF（1～12）、UHF（13～62）
 CATV （C13～C63）CATVパススルー対応

■ 本体端子部
アンテナ入力
  F型コネクター、75Ω
映像・音声出力（AV出力）
  映像：1.0V(p-p)、75Ω、同期負、
 AV出力小型端子（ 3.5mm）×1音声：2Vrms
映像・音声入力（AV入力）
  映像：1.0V(p-p)、75Ω、同期負、
 AV入力小型端子（ 3.5mm）×1音声：2Vrms、100Ω
ヘッドホーン端子
 ステレオミニジャック（ 3.5mm）×1

※1: 「機能動作時」は、以下の動作をしている場合の電源「待機」時の消
費電力です。

　・  番組表情報取得中
　・  ソフトウェアのダウンロード中 
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■ 液晶画面部
画面サイズ
 12V型ワイド
表示方式
 透過型TN形カラー
駆動方式
 アモルファスシリコンTFT（薄型トランジスタ）アクティ
ブマトリクス駆動方式

画素数
 横1366×縦768ピクセル（有効画素率99.99％以上）

本機は地上デジタル放送のみを受信します。
デジタル放送で運用される各種サービスへの本機の
対応は、以下のとおりです。
表示画質 ハイビジョン画質（HD）
ケーブルテレビ方式 パススルー
字幕放送 ○
データ放送 ×
双方向（データ放送） ×
EPG（電子番組表） ○

• 本機の液晶画面はハイビジョン画質に対応していますが、
実際に表示する画質は放送などのコンテンツに準じます。

仕様（つづき）
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■ 付属品
 AV入力出力端子専用映像・音声接続コード …1本
 同軸ケーブル(75Ω) …1本
 ワイヤレスリモコン(MEDR120JX) …1個
 単四形乾電池…2個
 ACアダプター（ADPV16A) …1個
 電源コード …1本
 バッテリーパック(SD-PBP121JD) …1個
 ヘッドホーン…1個
 B-CASカード…1枚
 取扱説明書…1冊

• 意匠、仕様などは改良のため予告なく変更することがあり
ます。

• この取扱説明書に描かれているイラスト、画面表示などは
見やすくするために誇張、省略があり実際とは多少異なり
ます。

• 本製品は、ご愛用終了時に再資源化の一助としておもなプ
ラスチック部品に材料名表示をしています。

• 省エネルギーのため長時間テレビを見ないときは電源プラ
グを抜いてください。

• 「JIS C 61000－3－2適合品」－ JIS C 61000－3－
2適合品とは、日本工業規格「電磁両立性－第3-2部 : 限度
値－高調波電流発生限度値(1相当たりの入力電流が20A以
下の機器)」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベ
ルに適合して設計・製造した製品です。
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ビジュアルプロダクツ社
デジタルプロダクツ&ネットワーク社
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